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平成27年第１回定例会 

             四 万 十 町 議 会 会 議 録 

             平 成 2 7年 ３ 月 2 0日（金曜日） 

                             

             議  事  日  程（第５号） 

第１ 議案第60号 平成27年度四万十町一般会計予算 

第２ 議案第61号 平成27年度四万十町国民健康保険事業特別会計予算 

第３ 議案第62号 平成27年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計予算 

第４ 議案第63号 平成27年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計予算 

第５ 議案第64号 平成27年度四万十町大道へき地診療所特別会計予算 

第６ 議案第65号 平成27年度四万十町後期高齢者医療事業特別会計予算 

第７ 議案第66号 平成27年度四万十町介護保険事業特別会計予算 

第８ 議案第67号 平成27年度四万十町簡易水道事業特別会計予算 

第９ 議案第68号 平成27年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

第10 議案第69号 平成27年度四万十町農業集落排水事業特別会計予算 

第11 議案第70号 平成27年度四万十町下水道事業特別会計予算 

第12 議案第71号 平成27年度四万十町水道事業会計予算 

第13 発議第２号 地方創生調査特別委員会設置に関する決議 

第14 発委第１号 四万十町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

第15 陳情第27-５号 高知県全域の過疎化改善に資する陳情 

第16 陳情第27-21号 人口減少の抜本的対策を求める陳情書 

第17 陳情第27-２号 中学、高校生等の議会見学必修化を求める陳情 

第18 陳情第27-７号 家庭内暴力追放のガバナンスに資する陳情 

第19 陳情第27-８号 中、高校児童の図画等の学習指導方法の工夫による創造力活性化 

           に資する陳情 

第20 陳情第27-９号 中、高校生の創造的能力活性等、全体的学力向上等に資する陳情 

第21 陳情第27-10号 中、高校生児童の図工作等の学習指導方法の工夫による創造力活 

           性化に資する陳情 

第22 陳情第27-14号 老人介護施設等職員の幸福に資する陳情 

第23 陳情第27-15号 高齢者の認知症予防等に資する陳情 



- 2 - 

第24 陳情第27-３号 高知県山間地域の水資源振興に資する陳情 

第25 陳情第27-４号 地産他消、東南アジア市場開拓を志向、職員の海外研修派遣を求 

           める陳情 

第26 陳情第27-６号 県外からの画期的収益獲得、地域全体の経済活性化、稼げる地方 

           自治体に資する陳情 

第27 発委第２号 「最低賃金の大幅引き上げ」「全国一律の最低賃金制度」を求める意 

         見書 

第28 発委第３号 「公契約条例の制定」を求める意見書 

第29 発委第４号 合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書 

第30 発委第５号 政府による米価対策を求める意見書 

第31 発委第６号 農協改革など、「農業改革」に関する意見書 

第32 発委第７号 TPP交渉に関する意見書 

第33 議員派遣の件 

第34 閉会中の継続審査・調査の申し出について 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

日程第１から日程第34まで 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             出  席  議  員（17名）        

   １番  橋 本 章 央 君         ２番  林   健 三 君 

   ３番  古 谷 幹 夫 君         ４番  緒 方 正 綱 君 

   ６番  下 元 真 之 君         ７番  岩 井 優之介 君 

   ８番  水 間 淳 一 君         ９番  吉 村 アツ子 君 

   10番  味 元 和 義 君         11番  下 元   昇 君 

   12番  堀 本 伸 一 君         13番  槇 野   章 君 

   14番  武 田 秀 義 君         15番  中 屋   康 君 

   16番  西 原 眞 衣 君         17番  酒 井 祥 成 君 

   18番  橋 本   保 君 

            ～～～～～～～～～～～～～～～  

             欠  席  議  員（ １ 名 ） 
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   ５番  岡 峯 久 雄 君 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

            説 明 の た め 出 席 し た 者 

町 長  中 尾 博 憲 君    副 町 長  森   武 士 君 

会 計 管 理 者  左 脇   淳 君    総務課長兼選挙管理委員会事務局長  樋 口   寛 君 

危機管理課長  野 村 和 弘 君    企 画 課 長  敷 地 敬 介 君 

農林水産課長  熊 谷 敏 郎 君    商工観光課長  植 村 有 三 君 

税 務 課 長  永 尾 一 雄 君    町民環境課長  山 脇 一 生 君 

建 設 課 長  佐 竹 一 夫 君    健康福祉課長  市 川 敏 英 君 

上下水道課長  高 橋 一 夫 君    教 育 委 員 長  谷 脇 健 司 君 

教育次長兼学校教育課長  岡   澄 子 君    生涯学習課長  宮 地 正 人 君 

農業委員会事務局長  西 谷 久 美 君    代表監査委員  中 岡   全 君 

総務課財政班長  大 元   学 君 

大正地域振興局 

局長兼地域振興課長  下 藤 広 美 君    町民生活課長兼国保大正診療所事務長   永 尾 ゆ み 君 

十和地域振興局 

局長兼地域振興課長  仲   治 幸 君    町民生活課長兼国保十和診療所事務長  林   久 志 君 

            ～～～～～～～～～～～～～～～  

             事 務 局 職 員 出 席 者 

議会事務局長  田 辺   卓 君    次 長  武 田 枝 里 君 

書 記  吉 村   愛 君 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時30分 開議 

〇議長（橋本保君） それでは皆さん、改めましておはようございます。 

 ただいまより平成27年第１回四万十町議会定例会第10日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 本日の会議に５番岡峯久雄君から欠席届があっております。 

 報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第１ 議案第60号平成27年度四万十町一般会計予算を議題とし

ます。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 議席番号を言ってください。 

（７番岩井優之介君「７番」と呼ぶ） 

 ７番岩井優之介君。 

〇７番（岩井優之介君） 当初予算の概要から質問いたします。 

 まず初めに54ページの上、国土調査事業。秋丸、天ノ川地区の予算が載っておりますけ

れども、28年以降についての予算が入っておりませんけれども、これはどうしてでしょう

か。 

 それから60ページの上段です。24時間電話健康相談事業。これは大変潜在的要望の強い

事業ではないかと思っております。もう少しイメージを町民にもお示ししていただきたい

なと思っております。 

 それから64ページの下段、四万十町雇用創出事業。この中で、64ページ下段。四万十町

雇用創出事業。若者雇用支援事業、940万円でしょうか、大変いい事業だと思っておりま

すが、もう少し支援の内容と言いますか、これについての説明をお願いしたい。 

 続きまして71ページ、燃料タンク対策事業。これは津波想定しての対応ですけれども、

これは主に農業関係の重油タンクだと思っておりますが。当事者寄りの補助金のほうが大

半ではないかと思っておりますけれども、それの考え方と、漁業のこの種の燃料タンクと

言いますか、こういうことについての対応はないでしょうか。ついでですけども、お答え

ください。 
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 それから73ページの下段、四万十のうまい豚プロジェクト事業。これは町長の公約の事

業かと思いますけれども、事業主体の農事組合法人四国デュロックファームですか、これ

はどこにあるんでしょうか。また、これから開発する事業のほうに見受けられますけれど

も、実際はどうか。計画の過程についてお尋ねをいたします。 

 それから84ページの大正観光物産センター、これは土佐大正駅です。耐震改修工事は、

耐震化とトイレの改修というふうにうたっております。これを改修されて、来年度の改修

も続いてあるように見受けられますけれども、これの、どういうふうなイメージを抱いた

らいいでしょうか。この大正観光物産センターというふうなイメージから、町民が見て、

どういうふうにイメージを抱いたらいいでしょうか、その点についての説明をお願いした

いと思います。 

 それから、あと四点ほどありますが、すみません。87ページの上、生活環境整備事業。

この事業は大変住民からのニーズの高い事業だと私は思っております。28年以降の計画が

あるのかということでございます。 

 それから97ページの公営住宅改修事業。現在、北琴平第１団地の改修をやっております

けれども、その下にあります、続いて琴平住宅の改修の予定についてお聞きをいたしま

す。 

 それから106ページの下段、四万十町夏季大学開催事業。昨年は未実施で、今年から時

代のニーズに合った新たな視点で取り組むようですが、これまでの夏季大学をどう反省し

て、どういう方向で取り組むのか、お尋ねをいたします。 

 それから108ページの下段、学校給食放射能測定事業。昨年７月から、毎月１週間分の

給食を専門業者に委託して測定しているとありますが、専門業者とはどこか。１週間分の

給食をどういうシステムで調査を行っているのか、シミュレーションをお示しください。

結果の報告は問題はなかったのか、あるいは精度は保障されているのか、併せてお尋ねい

たします。 

 最後に109ページの上段、学校給食調理業務委託事業の委託先、四万十食材管理協同組

合となっておりますが、26年度事業、法人設立して委託を行っております。改めてこの四

万十食材管理協同組合についての概要の説明をお願いいたします。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） それでは建設課に絡むご質問について、最初に説明させてい
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ただきます。 

 まず54ページでしたか、国土調査事業ですが、国土調査事業、長年やっておりますが、

まだ予定ではかなりまだ年数かかるということでやっております。ただ、ここの書いてお

るがで、次年度、27年度の金額は入っておりますが、28年度入ってない。この以降はどう

なっておるかというご質問だと思いますが、当然のことながら28年度以降も事業としては

継続的にやっていきますが、ちょっと記入漏れということで、すみません。 

（７番岩井優之介君「はい」と呼ぶ） 

 それと、87ページでしたか、生活環境整備事業についてのご質問でした。 

 28年以降の計画はというご質問ですが、今のところ、ずっと24年から始めまして、継続

的にやってきておるわけですが、なかなか地元的には非常に優遇の利く事業ということ

で、特に一軒家対策。一軒家しかなくて、町道にもなれんというような道路の舗装なんか

については非常に好評を博しておる事業です。今のところ、27年度には一応1,000万円の

予算を大正・十和・窪川で計上しておりますが、28年以降につきましてはちょっと一回見

直しをさせていただくつもりをしておりますんで、まだ継続になるのか、そこで打ち切る

のかについては、今年１年やってみまして、また判断させていただきます。 

 それと97ページですか、琴平住宅の建て替え、改修事業ですが、下段にある住宅のご質

問やったと思います。 

 今、上段にあるのは公営住宅で、公営住宅法にのっとった国の補助金で建て替え事業を

進めております。下段については町の単独住宅なっておりますもんで、今のところ上段、

公営住宅の建て替え事業と並行して、また下段の古い分についてもこれから先、建て替え

についての検討はさせていただきます。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） お答えをしたいと思います。 

 60ページの、24時間電話相談事業でございます。これはその目的のとおり、24時間年中

無休で医療・介護などの相談を受けれるということでございます。 

 その内容は、ほんならどうなのかということでございますが、大きく四つぐらいに考え

ていまして、健康相談・医療相談・介護相談・育児相談というようなことで行こうかなと

考えております。健康相談においては、日常生活で気になる体調不良、そういうものにつ

いて、健康の保持・推進するために、一般的な体についての、健康についての相談を受け
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付けるというようなことでございまして、調子が悪いとき、どのような病気が考えられる

か、どんな注意が家庭でできるか、どんな薬を飲めばいいかというようなことを専門のヘ

ルスカウンセラーなんかのアドバイスを受けれるというようなサービスとなります。 

 医療相談でございますが、医療に関する相談が高度化・多様化している中で、医師・看

護師などが、24時間年中無休で相談を受けれるということでございまして、病気に関する

詳しい説明、治療検査についての、最新の治療法についてなんかの説明をしていただける

と。これは医師、看護師などが関わって、アドバイスをするというようなことになろうか

と思います。 

 それから介護相談です。介護を必要とする方でございますが、昨日の一般質問でもあり

ましたように、介護を受ける方も、介護をされる方も想像以上な負担が掛かってくるとい

うことで、施設介護、在宅介護、通所介護などの利用について、その在り方についてもケ

アマネージャーの有資格者がアドバイスをするというような相談事業となります。 

 それから育児相談でございますが、妊婦、母子保健、育児、家族計画などの相談に保健

師、助産師、看護師、産婦人科・小児科の医師などがアドバイスをするということで、少

子化の核家族が進む現在の中で、小さなお子様を抱えた両親や、これからお母さんとなる

女性にとってのホットラインというふうに考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） 商工観光課長植村有三君。 

○商工観光課長（植村有三君） 商工関係の分のご質問にお答えさせていただきます。 

 資料のほうは64ページになります。四万十町雇用創出事業のうち、若者雇用支援事業に

ついてのご質問でしたが、この創出事業につきましては、町内の企業が創意工夫をもって

事業展開していく。その中で継続性の高い雇用、また、地域経済の発展及び若者の定住に

つながる事業を支援していこうというもので、今回ご質問いただきました若者雇用支援事

業につきましては、法人等が町内で就職先を求める大学生、新卒者になりますけど、卒業

日の翌年度の初日、４月１日から雇用することに対して、人件費を支援していくもので

す。最大15万円の６か月分、一人当たり支援させていただくようになっております。そし

て、翌年度以降、継続して若者が雇用継続された場合に、一人当たり50万円の支援をして

いくという形になっております。こういう事業を用いまして、少しでも若い方々がこの地

域で残っていただいて仕事に就けるようにという狙いでやっておりますので、よろしくお

願いいたします。 
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〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 資料のほう、71ページの上段、燃料タンク対策事業につ

いてお答え申し上げます。 

 まず、事業実施主体のほうは四万十農協でございます。これは概要書いておりますよう

に、地震の２次被害を防ぐためへの対応策でございます。タンクを削除するものと、整備

をするものでございます。整備につきましては防油堤の設置とか、流出防止装置のタンク

を整備するというような内容になっております。 

 それで、実施主体は農協ということになっておりますが、対象者はボイラーを有する農

家ということになっておりまして、この場合、県、そして町の補助金、その分を今回の予

算のほうに計上させていただいておりますが、残りはJAのほうが負担ということになりま

すが、一定額受益者と言いましょうか、園芸農家からいただいて、農協のほうも出すとい

うふうに聞いております。 

 それで、年間30件あたりを目標に順次行っていきたいと。ちょっと全体の総数、資料持

ってきてなかったので、全体の総数は、たくさんあるということで、年間30件ずつぐらい

対策をしていくということです。 

 それで、続きまして73ページの下段、四万十のうまい豚プロジェクト事業というもので

ございます。 

 まずお尋ねの農事組合法人四国デュロックファームというのはどこにあるのかというこ

とで、これは東又地区の八千数に本社がございます。 

 内容を簡単に申し上げますと、四万十町は県内有数の養豚の、県内一です、の飼育頭数

を誇っておりまして、県内では２万7,000頭があるわけですが、そのうち四万十町では１

万7,000頭が飼育されているようでございます。５戸の養豚農家が集まって養豚協会なる

ものをつくっているわけですが、ブランド化なりを図っているところでございます。米豚

とか麦豚とかご承知のとおりであろうと思います。 

 その中で今回の取組といたしましては、ブランド化を図るという意味もありますが、全

体計画等というところに平成27年度の事業内容を記しておりますが、書いてないですね、

ごめんなさい。内容といたしましては、四万十町の大奈路、本町大奈路に加工場と直販所

を整備する予定でございます。これは精肉販売をするとともに、高産歴、言うたら年が行

った豚と、そういうもの、それとか等外品の豚肉を加工品として商品開発を行うことによ

って、そういったものも売り出していこうという、まず地元への加工所、そして直販所と
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いうことになってます。それと共に、高知市内へも売り込みを図ろうということで、直営

飲食店、バルというふうに、立ち飲み屋と言うたらいいでしょうか、そういう形式での予

定でありますが、そういう先ほどの加工品を使って、高知市内に飲食店などを出そうとい

うことでありまして、先ほど申し上げましたように、５戸の養豚農家があるわけですの

で、等外の豚のお肉もあるわけですので、そういったものを活用して、今後は四万十町の

養豚全体の底上げを図りたいということで、この事業に取り組むものでございます。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 大正地域振興局長下藤広美君。 

○大正地域振興局長兼地域振興課長（下藤広美君） それでは私のほうから、84ページ上

段の大正観光物産センターの耐震改修事業につきまして、改修後のイメージというご質問

であったかと思います。 

 この大正観光物産センターでございますけども、昨日、四万十町の観光物産センターの

設置条例の一部の改正ということで可決されましたところでございます。JR大正駅とも一

緒になっておりますけれども、昭和49年、予土線が開通当初にこの建物が設置されており

まして、その後、平成元年ぐらいですか。 

（「何ページですか」と呼ぶ者あり） 

 118ページに外観の写真とかがございますけれども、こういった木調の施設としてリニ

ューアルをしておりまして、レトロ的な施設になっておりまして、観光客等も写真等も撮

りながら、目玉商品と言いますか、目玉の施設というふうにもなっております。耐震診断

を平成26年度、今年度行っておりまして、耐震改修の必要性があります。それで、今回の

27年度への計画、28年度計画というふうになっております。 

 特に当時は、切符の販売、それから地場産品でありますシイタケとかお茶とかといった

ものを販売をしておりました。商工会の事務所としても活用しつつ、そこでの管理等も行

っておりました。現在は切符の販売のみということで、北幡観光さんのほうに委託でお願

いしているような状況でございますけれども、２年ぐらい前から、大正地域の商店街の活

性化の一環として、ここのJR大正駅をにぎわいのある拠点づくりという構想もございます

ので、耐震改修と併せて利用客の安全対策を図るという意味で改修をするものでございま

す。27年度は、その中で118ページの下段にありますトイレの改修を計画をしているとこ

ろでございます。 

 以上です。 
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（16番西原眞衣君「すみません、すみません」と呼ぶ） 

〇議長（橋本保君） 休憩します。 

            午前９時53分 休憩 

            午前９時54分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続行します。 

 生涯学習課長宮地正人君。 

○生涯学習課長（宮地正人君） 106ページ、四万十町夏季大学開催事業について、ご質

問では、これまでの反省と今後の取組についてだというふうに思います。 

 夏季大学事業につきましては、町民の学習機会の向上を図り、豊かな社会づくりを推進

するため、著名人等の講師を呼びまして平成25年度まで実施してきました。ちなみに、過

去を振り返ってみますと、平成24年度が内藤大助さんで、経費が120万円で、入場者が

260人。平成25年度が島田洋七さんで、経費が117万円で、入場者が215人でした。経費に

対して効果が低いということで、平成26年度については中止し、平成27年度に向け検討を

してまいりました。 

 本年度の計画といたしましては、書いてますように、一つは、最新の時代のニーズに応

じた講演会。二つ目が、本物に会える後援会。三つ目が、本町で活躍及び四万十町出身で

活躍している人たちを呼んでのコンサートの実施という計画をしています。この中から今

予定しておりますのが、一つは、９月８日ですけれども、尾﨑高知県知事をお招きしまし

て、四万十高校、窪川高校生徒との疑似議会、そして最新の、議会でもご質問もたくさん

ありましたけれども、地方創生への取組、こういったことを講演してもらう予定にしてお

ります。あくまでもまだ予定ですけれども、そういった形を一つやってみたい。 

 そして二つ目に、本物に会える講演ということで、昨年、四万十町にも講演でいらっし

ゃりましたけれども、第39回報知映画賞の作品賞を受賞しました「0.5ミリ」の映画監督

の作家・写真家としてマルチに活躍されてます安藤桃子さん。今、出産で、高知市で子育

て中ということなんですけれども、こういった非常に全国でも今活躍されてる本物の方を

呼んでみたいなという、あくまでもまだ計画です。 

 また、三つ目としては地元の方、地元出身の非常に活躍されている方。例えば中岡委員

長さんの息子さんなんかもピアノのコンサート、非常に素晴らしくて、町民の皆さんに聴

かせてあげたいというようなこともありますので、そういったことを取り組んでみたいと
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考えているところでございます。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 教育次長岡澄子君。 

○教育次長兼学校教育課長（岡澄子君） 学校給食放射能測定事業でございますが、委託

先は株式会社日本食品エコロジー研究所と申しまして、神戸にある会社になっておりま

す。 

 １週間分の食材ということですが、それぞれ三つの給食センターで、期間を決めまし

て、１週間分の全て、使用する、米と牛乳は除きますけれども、そのほかの食材を冷凍保

存をし、その冷凍のままで会社のほうに送りまして、それで検査をしていただくという方

法を取っております。 

 今まで、結果としましては、昨年７月以降は測定はされておりません。 

 精度につきましては、ゲルマニウム半導体を使った正確な測定をしていただいておりま

すので、こちらについては精度は保証できるものと考えております。 

 続きまして、学校給食調理業務委託事業の事業者の概要ということでございますが、四

万十食材管理協同組合につきましては、主に学校給食センターの食材を納入をしていただ

いておりました市場のそういう任意の組合がございまして、その方々にこちらから依頼を

した形にはなりますけれども、是非委託を受けていただきたいということで設立をいただ

いた法人となっております。主に町内の各個人業者の方で組合を設立していただいて、現

在行っていただいているところです。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 先ほど説明をさせていただきました燃料タンク対策事

業、71ページの上段でございますが、先ほど私、年間30件ということで、下の全体計画の

中では31件実施予定ということで書いておりますが、正式には上の本年度事業の概要の中

のタンク整備15件ということでお願いします。 

 それともう一つ、漁協に対する、漁協と言いましょうか、漁業の燃油タンクの対策はな

いのかというご質問の分が抜かっておりました。これは予算書のほうの113ページになり

ますが、113ページの水産業振興費という中に、19節の中で四万十町水産業振興事業費補

助金550万円があるわけですが、このうちの200万円が燃油タンク減災対策事業というもの

が含まれておりまして、これ、全て、これは志和の燃油タンクを撤去する事業でございま
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す。県が70％、町が30％ということで、これで対策を、今年度については志和の対策を行

うということでございます。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） ７番岩井優之介君。 

〇７番（岩井優之介君） 大体分かりました。 

 あと一点。24時間電話健康相談事業ですけども、先ほど課長の答弁を見ますと、計画的

な、少し緩やかなイメージがあるんですけれども、何か24時間電話健康相談いうたら、何

か切迫したような感じのイメージを受けるんですけれども、こういう緊急なときにも、例

えば突然夜中に具合が悪うなったときに電話してもオッケーなんでしょうか。そういうふ

うに受け取ってよろしいでしょうか。 

〇議長（橋本保君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 正にそのとおりです。実際的には24時間、土曜、日曜も

含めまして、やはり四万十町は642.09㎢、大変広うございます。淡路島より広いという中

で、医療がどこまで通用していくのかなということも、これを始めるについては考えてみ

ました。 

 地域医療と、医療ということではないですよね、相談ですので。ただ、専門医、それか

ら専門の保健師、看護師等々が対応しますので、一定聞き取りをしたときにどうであるか

と。今日、今すぐにどうせないかんか、もしくはこれが明日でもいいのか。もし緊急性が

ある場合には、その本人の同意を得て消防にも連絡が、転送ができるという仕組みも考え

ております。そのようなことで、安心・安全な地域の中で、特に、後に出ましたけど、子

育てなんかでも、核家族が進む中では不安なことがたくさんあって、妊婦さんでも今、お

なかが痛うなった。これ、今どうじゃおかと。そういうときでも即座に対応がしていただ

けるというふうに考えてますので、相談ではありますけども、大変重要な案件ではないか

というふうに考えております。 

（７番岩井優之介君「分かりました。終わります」と呼ぶ） 

〇議長（橋本保君） ６番下元真之君。 

〇６番（下元真之君） 概要の中から三点質問をさせていただきます。 

 まず一点目は、58ページの下段でございます。安心子育て応援事業ということで出てお

りますけれども、本事業の概要ということで、「多子世帯又は18歳未満の子育て支援とし

て、商品券又は図書券等を給付する」というふうに書かれております。上の給付金事業と
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の関連もあるのかもしれませんけれども、これではどのような範囲に、どれくらいのこと

を給付するのかということがいまいちよく分かりません。そこら辺を詳しく説明をしてい

ただきたいと思います。 

 二点目は、102ページの上段、学校教育課のICT機器導入事業ということでございます。

これは随分前から十川の小学校で、絆プロジェクトを利用してICT機器の実証事業がなさ

れてきたわけですけれども、今回は十川中学校で実証事業を行うと。また、ICTの利活用

を図るということでございますが、小学校時代に十分に機械にも慣れ親しんできた子ども

たちが中学校へ上がっているんだろうと思いますんで、今更まだうまく使いこなせるかど

うかの利活用なのかなということで、ちょっとはてなが付いておりますが、どのような成

果を出していきたいのか、そこら辺を詳しくちょっと説明をしていただきたいと思いま

す。 

 また、そっから下の後半のほうには、予算の最初の、初日の説明のときにも教育委員会

の説明からありましたが、分かる授業、楽しい授業を実現をしていくために、安定的、そ

して計画的にこういったICTの情報機器の導入を進めていきたいんだということが述べら

れておりましたけれども、下の全体計画では28年度以降には予算が付いておりません。そ

こら辺がどういうふうになっていくのかなということを説明をしていただきたいと思いま

す。 

 三点目は、108ページの上段、四万十川桜マラソン開催事業でございます。目的の最後

のほうに、「第７回大会より前夜祭を開催している」ということで書かれております。こ

れ、12月の補正予算の中へ出てきた分であります。正に桜マラソン、来週の日曜日開催で

ありますけれども。この前夜祭の補正予算が出てきたときにも私、ランナーの皆さん、町

外のランナーを200人とスタッフ50人、250人で前夜祭を行うんだというような予算だった

と思います。同じような計画なのかどうか。随分と前夜祭の人数を集めるのに苦労してい

るというような話も聞きましたが、参考のために、そこら辺がどのような状況でこの予算

を出してきているのか。この三点をお伺いいたします。 

〇議長（橋本保君） 町民環境課長山脇一生君。 

○町民環境課長（山脇一生君） 58ページ下段の安心子育て応援事業について説明させて

いただきます。 

 これにつきましては地方創生先行型の事業として、国が新たに今年度創設した事業でご

ざいますが、それを県が受けまして、26年度補正予算で予算付けをして、27年度において
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市町村に配分がされるものを利用しております。 

 給付の範囲ということでございますが、もっとも、配分について、どのようにするかと

いった形の中で、町民環境課の中でもこの予算要求をした後に協議をしてまいりました。

その結果で、児童手当の受給者、その方について交付するっていうのが一番ベターではな

いのかなというふうに今、考えいるところです。 

 それと、給付額でございますが、一人当たり1,500円を予定しているところでございま

す。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 教育次長岡澄子君。 

○教育次長兼学校教育課長（岡澄子君） ICT機器導入事業につきまして、中学校での成

果をどのようなところに求めるのかというご質問だったと思います。 

 小学校では、これ、学習指導要領においてICT機器の活用というところもございまし

て、小学校では文字の入力とか基本的操作、情報モラルを身に付けて、情報手段を適切に

活用できるようにするための学習活動を充実ということで、現在十川小学校で行っており

ます中でも、文章の編集でありますとか、図表を作成したりというふうな調べ学習とかに

も活用しております。そういうところで、機器を活用する能力というのはだんだんについ

てきておると考えておるところです。 

 中学校におきましては、「情報モラルを身に付け、コンピューターや情報通信ネットワ

ークなどの情報手段を適切かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学習活動を

充実する」というふうに学習指導要領には定められておりまして、小学校でつきましたそ

ういう基本的な操作の知識をさらに深めていく。そして課題を解決するために、自分で情

報を入手して、その情報を、必要なものを選ぶというふうな、社会に出て、情報社会に現

在なっておりますので、その中で生きていくためのそういう情報活用能力も付けるという

学習。具体的にちょっとどういうものになるかというのは、自分でもはっきりとこういう

形ですというのはお答えできんわけですけれども、ICTを使って情報の処理とか、そうい

う工夫であるとか、伝わりやすいように表現する、そういうものを子どもたち同士でも、

お互いに身に付けていくというところになろうかと思います。 

 それで、今後28年度以降に予算が計上されておらないというところでございますが、こ

ちら、27年度は十川中学校へもリースで導入いたしますので、27年度から５年間となって

おります。当然ここには５年間の、同じ253万2,000円は基本的には入る数字ではございま



- 15 - 

すが、28年度以降で教育委員会といたしましては、まずは小学校のほうに、十川小学校と

同じ状況の機器を導入したいというふうに考えておるところです。ただ、全体でいきます

と２億円ぐらいの経費が必要になってまいりますので、そちらをもう少し精査して、現在

十川小学校では３年生以上にタブレットパソコンの導入をしておりますが、そこのあたり

の、学年をどの学年で導入するとか、十川小学校で徐々に３年生からやっておることによ

って、積み重ねは、当然６年生になったときの成果は出ておりますけれども、なかなか経

費的な面もございますので、28年度に再度精査をして、四万十町としてどういう部分で導

入していくかということを検討して、その後、28年度予算には可能であれば計上させてい

いただきたいと考えておるところです。 

〇議長（橋本保君） 生涯学習課長宮地正人君。 

○生涯学習課長（宮地正人君） 108ページの四万十川桜マラソンです。 

 まず、ご質問のありました、今年の28、29日に行われます桜マラソン。28日の前夜祭で

すけれども、議員さんのおっしゃったとおり、２月の終わり現在では非常に、前夜祭の希

望というのが40人ぐらいしかおりませんでした。これではいけないということで、再度文

書も出して、３月10日までもう一度募集を募った経過があります。その結果としては、ラ

ンナーと家族入れまして約100名、実行委員さんも入れますと、関係者、そういったもの

を入れますと大体150名ぐらいで今年は実施したいなと考えているところでございます。 

 平成27年度の予算としましては、現状としては、今年もまだ終わってませんので、予算

的には同額で組ませていただいておりますけれども、28日の前夜祭、そして29日の本番で

の選手の皆さんにも直接意見も聞いた上で、今後、来年度については精査、反省もした中

で、前夜祭については方向性、どういうやり方をするかというのを考えていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） ６番下元真之君。 

〇６番（下元真之君） 答弁をいただきました。 

 まず58ページの下段のところについては、児童手当の受給者に1,500円ぐらいの給付を

していきたいということでしたが、児童手当の受給者がどれくらいいらっしゃるのか、教

えていただきたいと思います。 

 そして、1,500円の内容は、商品券にするのか、図書券にするのかというのはどういう

ふうに考えていくのか。そこも教えていただきたいと思います。 
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 二点目の、102ページの上段ですが、やっぱりICTの機器の利活用というところでは随分

充実してきているんだろうと、慣れてきているんだろうと思いますんで、ほかの、全国

で、市町村単位で、大きく、全校生徒に、１人に１台ずつのこういうICT機器を入れた実

証的なことをやっているところの報告では、基礎的学力の補填ということに、基礎的な学

力が不足しているところを補い、埋めていくことにこのICT機器を利用していくことに、

すごくこれが最適なんだという報告がほうぼうで見られるんです。そういった基礎的学力

を補填をしてくという視点でも成果が出ていると思いますんで、そういったところも力を

入れて取り組んでいっていただきたいというふうに思います。 

 ほんで、あとは、やはり親御さんたちが、情報モラルの問題。今回も一般質問等でも随

分出てきましたんで、そこを四万十町式の、言うたら情報モラルの勉強のさせ方みたいな

ものをしっかりと確立をして、ICTの成長ぶりっていうのはびっくりするほど進んでいっ

てますんで、四万十町では情報モラルについては、こういう四万十町方式でしっかりと教

育をしていくんだといったものをつくっていっていただいきたいというふうに思います。

そこら辺の答弁がありましたら、もう一遍お願いしたいと思います。 

 三点目の桜マラソンについては、今の課長からのご報告をいただきますと、やはりこの

前夜祭はランナーの視点に立った企画ではなかったんではないかなというふうに思わざる

を得ないなというふうに思います。ランナーはやはり随分手前から体調の管理をしながら

乗り込んできますんで、今回の前夜祭は、土佐流の飲み放題、食い放題のおもてなしとい

うような感覚がやっぱり強かったんではないかなというふうに思いました。そこら辺が、

町内ランナーと町外ランナーの申込数がどれぐらいになっているのか、もう一遍しっかり

と聞きたいと思いますし、あと、おもてなしの内容が、１時間の前夜祭の間にアトラクシ

ョンとして太鼓があったり、よさこい踊りがあったりということで、ろくにその１時間の

中で交流もできないんではないかという声が町内ランナーの中からも随分と上がっており

ましたんで、そこら辺の内容精査についてもお伺いをしたいと思います。 

〇議長（橋本保君） 町民環境課長山脇一生君。 

○町民環境課長（山脇一生君） お答えさせていただきます。 

 安心子育て応援事業でございますが、児童手当の受給者は1,544人となっております。

それから商品券にするのか、図書券にするのかといったお尋ねでございましたが、四万十

町商工会の発行する地域通貨券、商品券を、これを交付するということで、地域消費型に

もつなげていきたいというふうに考えております。 
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 以上です。 

〇議長（橋本保君） 教育次長岡澄子君。 

○教育次長兼学校教育課長（岡澄子君） 情報モラルという、一般質問でもお答えしたと

ころですが、本当になかなか学校独自だけでも難しいところもあります。ご家庭の協力も

得ながらということはもちろん大切ですけれども、学校でいかに子どもたちがしっかりと

そのことを認識できるというところを教えていけるかということは大変重要なことだと思

います。その面で、いろいろ国とか県のリーフレット等もございますけれども、そういう

中で、特に重要なというところを、四万十町としてはここは絶対やっていこうというとこ

ろをまた検討もして、専門的なところもご相談をしながら、そういうところはきっちり

と。やっぱり情報機器を使う上で一番大事なのはそこやというふうに考えておりますの

で、そこはできる方向で検討いたしたいと思います。 

〇議長（橋本保君） 生涯学習課長宮地正人君。 

○生涯学習課長（宮地正人君） 桜マラソンの町内と町外については、ちょっと今調べて

ますので、後でご返事をさせていただきたいと思います。 

 桜マラソンの内容精査の部分ですけれども、桜マラソンの前夜祭、初めての取組という

ことで、今年は毎年やってますウルトラマラソンを参考に計画をさせていただいてます。

議員さんおっしゃられるように、次の日にはランナーは走ることになりますので、１時間

の中にこういった四万十太鼓とか窪川コーラスとか、そういったものを入れてます。これ

がハードなのかどうかっていうことについては、やはり初めての取組でございますので、

今回参加していただいた方も含めてご意見も聞いた上で精査をして、反省もしなければな

らないと思いますので、初めての取組の中で意見を、やった後でまた意見を聞いてみたい

と思っております。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） ２番林健三君。 

〇２番（林健三君） 六点ほど質問させていただきます。 

 まず、資料のほうからいきます。48ページになります。下段になりますが、２款１項３

目13節にあります、251万7,000円ということで出ております。四万十川の氾濫によって、

公園の土砂が流出し、災害に強い整備を行うと書いておりますが、どういう方法でやるの

か、それ、一点。 

 それから、52ページ開けてください。移住定住促進事業について。２款１項６目１節に
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あります移住相談嘱託職員の報酬であります。それと、移住サポーターの報酬。174万

3,000円と15万円です。について、どのようにこれを雇用していくのか。それからサポー

ター４名から15名と書いてますが、その内容。 

 それから54ページ開けてください。国土調査事業。先ほど質疑がありましたが、その中

で、２款５項２目国土調査事業委託料1,200万円ぐらい出ておりますが、それについて

の、Ｅ工程の外部委託というて書いておりますが、これはどこに委託するのか。そして、

一筆調査を多分やっていると思いますが、何組でやっているのか、お聞きします。 

 それから62ページを開けてください。旧環境美化センター解体撤去事業ですが、４款の

２項２目の解体撤去で、15節にあります１億4,000万円。この下の欄には１億4,650万円と

なっておりますが、どういう形でやるのか。そしてダイオキシンの関係が出ると思います

が、そのダイオキシンの処理はどうするのか。 

 それから65ページを開けてください。下段になりますが、６款１項３目19節にあります

が、町の持ち出し金、一般財源ですが、5,000万円を持ち出すようにしておりますが、ど

のように協力していくのか、その内容をお示しください。 

 そして76ページを開けてください。76ページの６款２項２目の関係ですが、27年度

1,402万9,000円の関係です。と、それから下にありますシカ個体数調整事業。６款２項３

目の関係です。840万円の関係ですが、どのような個体数で確認しているのか、それをお

聞かせください。 

〇議長（橋本保君） 十和地域振興局長仲治幸君 

○十和地域振興局長兼地域振興課長（仲治幸君） まず概要書の48ページ下段、こいのぼ

り公園再生整備事業でございます。 

 このこいのぼり公園ですけども、平成６年に造成をさせていただきまして、平成７年か

ら活用しているところでございます。御存じのように、度々台風等増水によって土砂が流

出をしている状況でございます。今回どういった対策取るのかっていうことで検討させて

いただきました。その中で、下流域へ土砂が入って水害を起こしている。環境にも良くな

いといった点が指摘をされているところでございます。 

 今回、専門的なところからもご意見をいただくっていうことで、治水とか生態系、景

観、構造的なことも一緒に協議をしていただくという機関で、今回調査を入れて、根本的

な対策を取りたいということで計上をさせていただいておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 
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〇議長（橋本保君） 企画課長敷地敬介君。 

○企画課長（敷地敬介君） 当初予算資料52ページ、移住定住促進事業の中での移住相談

員と移住サポーターの報酬についてというご質問でした。 

 27年度におきましては、町の職員として専任の移住相談員２名を雇用したいと考えてお

ります。それと併せまして、移住サポーターとしまして地域の住民の方、15名の方を委嘱

いたしまして、空き屋の調査事業に当たっていただきたいと考えております。 

〇議長（橋本保君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） 54ページ、国土調査事業についてのご質問でした。 

 Ｅ工程の委託料の関係でしたが、現在も行っておりますように、Ｅ工程、一筆調査です

が、当然測量会社、また、現在、四万十町の森林組合のほうの外部委託をしております。

そういう状況ですんで、また今年度も同じような状況になるんじゃないかと思っておりま

す。 

 そして、何組で行っておるかというお尋ねでしたが、ちょっと後でお答えさせていただ

きたいと思いますんで、すみません。 

〇議長（橋本保君） 町民環境課長山脇一生君。 

○町民環境課長（山脇一生君） 62ページの旧環境美化センター解体撤去事業についての

ご説明をさせていただきます。 

 総事業費としまして１億4,650万円を計上させていただいております。このうち解体撤

去に係る分が１億4,040万円。それから、施工監理委託が610万円。これにつきましては、

26年度の事業としまして、調査設計業務というのを発注しております。これが、発注が遅

れたために、26年度の予算の中で繰越しをかけらしていただいております。ですので、実

際の解体撤去工事費といったもんについてはあくまでも概算で数字を上げらせていただい

ているところでございます。 

 新年度早々には成果品をいただいて、それにより算出された数値をもって入札をしてい

くということになろうと思います。ですので、この１億4,040万円という数字は若干余裕

を見ている数字というふうにご理解いただきたいと思います。過去に、四万十町の施設と

同程度の規模の解体撤去で9,000万円といったようなことを私のほうから答弁したことも

ございます。しかし近年、解体撤去についての事業費、物価変動等も含めて、年々上昇し

ているということもございますので、前の9,000万円という数字は上回ってくるというふ

うに考えておりますが、１億4,000万円まで要るのかどうかっていうのは、もう少しお待
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ちいただきたいというふうにご理解いただきたいと思います。 

 調査設計業務の中でダイオキシンについても濃度測定をして、それに見合った処理のも

のが設計のほうにうたわれますので、それも含めて繰越事業の中で、新年度早々になろう

と思いますが、調査結果を待って設計が組み上がるということになります。またそれに基

づいた処理を行うということになると思います。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 資料のほうは65ページ下段、次世代施設園芸導入加速化

支援事業でございます。 

 この事業は高知県知事の肝いりで、県のほうが本町の東又地区にオランダ型の先進的な

技術を導入する、先進的なハウスを整備しているところでございます。３企業が参入予定

ということで、うち町内企業が１社ございます。 

 それで、今回の予算につきましては、その町内業者１社に対しましての施設整備への補

助となっております。 

 それで、町がどのように関わっていくのかというご質問もございました。これは、事業

実施主体は次世代施設園芸コンソーシアムというふうに書いておりますが、協議会をつく

って、いろいろな取組を協議しながら進めていくというものでございます。それで、当

然、栽培する、実施する企業も入るわけなんですが、ハウスの整備を行う会社とか、肥料

屋さんとかいろいろと入って、その中に四万十町も入っております。 

 それで、この施設、バイオマスの燃料を使うということになっておりますので、そうい

った関連もございますので、町としてはそういう協議会の中で、またいろいろと検討の中

で入っていきたいと思います。 

 それから、もう一点、76ページの上段、そして下段。上段は鳥獣害防止総合対策事業、

そしてその下、シカ個体数調整事業でございます。これ、その隣の、75ページ下段の鳥獣

被害対策事業と関連がありますので、一緒に説明させていただきます。 

 鳥獣被害対策につきましては、捕獲ということと、防止柵の設置、防止するということ

と、捕獲というふうに分かれております。その中で、75ページの下、鳥獣被害対策事業が

主な事業となってます。これが基本の事業となっておりまして、イノシシ、鹿、猿などを

捕獲した場合報償金を出す。そして金網柵等を設置するというのが、これが基本となって

ます。ただし、猟期外の、つまり農業とか林業に被害がある、それを防ぐための対策とい
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うことでございます。 

 そして、ご質問の76ページの上段、鳥獣害防止総合対策事業と言いますのは、先ほど説

明いたしました鳥獣被害対策事業、この報償金、捕獲した場合の報償金に国のほうが上乗

せして、8,000円です、イノシシと鹿、それぞれですが、これ、8,000円上乗せをするとい

う事業になっております。 

 なお、下段、76ページの下、シカ個体数調整事業でございます。これは猟期中への支援

でございます。猟期中でも、鹿というものは大変増えておりますので、個体数を調整する

と、減らすという意味なんですが、ということで、県の事業で、猟期中においても、鹿は

捕獲したことに対して報償金を出そうという事業でございます。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） ２番林健三君。 

〇２番（林健三君） 各課長から説明がありました。 

 まず最初に、十和のこいのぼり公園の関係ですが、課長が申すには、土砂を撤去すると

いうような話じゃったと思いますが。これは課長、なんぼやってもいたちごっこじゃと思

いますよ。あこの十和の住民から、局長も多分、十和の人間ですので御存じと思います

が、去年の台風11月号に関連して、本当に水位があと30cmぐらいまでに迫ってたという話

を住民から聞いていると思います。私も、町外の人間でさえそういう話をもらいました

よ、十和の住民から。 

 ですから、中州と言いますか、こいのぼり公園から土砂が流出して、中州が、たくさん

今土砂が堆石しているわけですよ。そこを取らにゃ何もならんですよ。ほんでやることは

分かってますけど、こいのぼり公園、景観条例もあります、かもしれません。そこへ僕

は、前から言うように、コンクリーか何かで打って流さんようにせんと、なんぼこんな予

算組んでも全然、いたちごっこいうてさっきも言うたように、そんな関係ですよ。ほん

で、こういう金は無駄じゃと思いますよ。そういうもんが積み重なっていきゃ、ここへコ

ンクリ打てるはずですので、そういう計画をせんと、いつまでたっても局長、いかんと思

いますよ。よう聞いちょってくださいよ。ということです。 

 それから、移住促進、定住の関係ですが、その内容はよく分かりましたが、その中で、

私たち議会の中で地区懇をやりました。そのある住民から、昨年度は、26年度は20組の

30人という移住促進があったようでございますが、地域に入っていろんな問題。言うたら

道刈りとか文化的な祭りとか、そんなもんに一切参加してくれないというような苦情もあ
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るがですよ。ほんで、よっぽど移住する人間に対してはそういうものを徹底して、ここ、

相談員に何人か、２名、町の職員が関わるようでございますので、そういうものを教えて

定住してもらわんと、今日の高知新聞見ましたか、町長。宿毛の橋上の人間が、資金がな

いなったけん出ていくというような話も新聞ネタに出てますよ。やっぱりそういうことも

よう考えて移住促進せんと、誰でもかれでもええというもんでもないと思いますよ。やっ

ぱり地域入った以上は、祭りごととか道刈り、何にでも、そういうものを徹底してやって

もらうような移住していただきたいと、私のこれは切なお願い。それから、住民からのそ

ういう苦情もありました。ということです。 

 それから、国土調査でございますが、測量会社と森林組合へ委託するような話でした

が、これ、課長代わって、今、部署も変わったわけですが、建設課のほうへ国土調査とい

うことになりましたが。 

 この中で、課長、ほんで、今、51.73％か、半分しかまだ出来てないんですよ、言うた

ら。ほんで、27年度が3.86㎢、それから、２年目で5.16。今、天ノ川とかそこら辺やって

ると思いますが、今、ケーブルテレビで注目されているマルチコプターですか。だから、

飛ばして、私は前から飛行機、大正時代は、十和、飛行機飛ばして国調やりました。今、

ちょっと文明の利器があれして、マルチコプター言うて、いながら飛ばしてやれるような

機械があるようです。撮影も何回か僕、見せてもろたけど、鮮明に写ってできるようなコ

プターですので、是非ともこの関係を僕は取り入れて国調をやる。あと、私が生きちゅう

うちに国調は済みますか、本当に。20年ぐらいかかるがやないですか。いちてんなんぼか

一筆調査しよったら、3.86㎢じゃいうて言うたら、本当わずかな面積ですよ。ですから、

そういうマルチコプターなるものを使うてやるという手法もあると思いますので、その考

えはないか、それをお聞きしたいと思います。 

 そして、環境美化センターの解体ですが、これについては解体した後の計画。そして、

あこの地区には協力金を多分私は、間違っているかもしれんが、払っていたように思いま

すが、それをどうするかということです。 

 それから、次世代の施設園芸導入の関係ですが、今、課長のほうから説明がありました

が、３企業が入ってくると。町内企業も１社あるというような話がありました。その中

で、一番、水耕ですよ、やるのは。ほんで水の関係をどうするのか。協議会で諮るとか言

っておりましたが、水。 

 それから、町長には、この辺を言っておきたいと思いますが、昨日、11番議員からも住



- 23 - 

宅の関係が出たと思います。13日でしたか、社長が訪ねてきました。委員会やりゆうとき

に、私のとこへ。その中で、一番困っているのは住宅。住宅ですよ。ほんで、その社長が

言うには、大正ぐらいまではかんです。十和になるとちょっと遠いから、ちょっと駄目じ

ゃと。できりゃ学校の、休校の関係、その辺を利用してやるとか。それから、昨日、11番

議員からもありましたように、教職の住宅が大正らにも空いてるわけですよ。今、通勤の

教職が多うて空いてますので、そういうものを利用して住宅を確保していくと。本当に人

は60人、70人雇うても、住宅がなかったら何もなりませんよ、本当に。その辺もしっかり

この計画の中へ入れてやっていただきたい。ということです。 

 それから76ページの鳥獣害の関係は、課長のほうから捕獲と防止柵とかその話がありま

したが、下の鹿の個体数ですわね。その辺の、言うたら私たち百姓、一般の人間、言うた

ら１次産業の関係です。農林ももちろんですけど。本当に作付けをすれば鹿に食べられ

る。今日の新聞へも少しそんなようなことを、中身の中へ書いちょったと思います。鹿が

本当に増えて田舎のほうでは、大正・十和ももちろんですけど、窪川のほうはちょっと桧

生原の関係、あっちの辺がちょっと被害が出ているかもしれませんが、非常に多いという

ことで、私たちも捕獲の奨励金に対しては本当に感謝しているわけですが、それに対し

て、捕獲したあれに対して、これは狩猟者から聞いたがですよ、税をかけると。かけて、

税を取られると。確かに収益上げてますので、それはかけるのも当然かもしれませんが、

この点について、町長、免税ということはできないんですか。それをお聞きしたいと思い

ます。 

〇議長（橋本保君） 最初に申し上げておきます。質疑は完結にお願いします。 

 十和地域振興局長仲治幸君。 

○十和地域振興局長兼地域振興課長（仲治幸君） 説明資料48ページの下段、こいのぼり

公園再生整備事業についてでございます。 

 先ほど議員さんご指摘をいただきました土砂流出の関係でございますけれども、それは

地元の皆さんからも声が聞こえております。 

 昨年、１ｔ撤去いたしました。が、その後にもまた同じように浸水したわけですけれど

も、その撤去したところについては過去の、現状の高さまでで今のところ止まっておりま

す。 

 今回の計画でございますけれども、先ほど言いましたけれども、出水時の流出を防備す

るための対策ということで、その基本となる、どういった対策を講じたらいいのか。コン
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クリートでやりたいといっても、コンクリの厚さとかそういったもんも調査し、また下流

域への環境面、そういったこともございます。また、新たに四万十町の文科的景観のこと

もございますので、そういったもの全てを網羅した調査をさせていただいた上で、どうい

った工法をやるのかっていうことを検討させていただきたいというふうに考えておりま

す。よろしくお願いします。 

〇議長（橋本保君） 企画課長敷地敬介君。 

○企画課長（敷地敬介君） 町が移住を推進して今おりますが、この目的は各集落の活性

化です。県外のほうから各集落へ来ていただいて、集落のために活躍していただければ目

的は達成されるんですが、逆に集落で問題を起こすということになれば、逆効果になりま

す。そこは、ほんで町のほうも重々承知しておりますので、町のほうが仲介をして集落へ

入っていただく方については、徹底してそういう話をまずして、集落と引き合わせて、そ

の上で入っていただくという形を取っていきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

〇議長（橋本保君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） 国土調査事業のご質問でしたが、２番議員ご提言の航空機。

過去には航空機使うて調査事業、かなりやったとは思われます。今のところまだうちにつ

いては、今現在やってる分につきましては、ちょっと制度化のこともありまして、航空機

の使用は今考えておりません。 

 それと、マルチコプターではどうかというご提言もありましたが、その件につきまして

も、これからまたちょっと考えさせていただきたいと思いますが、制度に乗らんとなかな

か補助にならんもんで、そういう難点はあります。 

 それから、あと20年とかいう話を先ほどされましたが、今現在、精いっぱいやりゆうわ

けですけど、地元協力員も今現在25人でしたか、25人体制で進めておって、取り組んでお

りますが、なかなか今のペースで行くと２番議員ご指摘のとおり、20年は有にかかるよう

な計画にはなりますが。どうしても境界ですんで、境界を、昔の記述式を緯度・経度で新

たに定める関係がありまして、密な現地調査等が入ってきますんで、なかなか面積を一気

に倍、３倍とか増やすわけには、今工程ぎりぎりですんで、現状、精いっぱいなところが

現状です。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 町民環境課長山脇一生君。 
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○町民環境課長（山脇一生君） 環境美化センターの跡地利用と、その協力金についてと

いうご質問にお答えしたいと思います。 

 跡地利用につきましては、施設を撤去した後、一定法面緑化でありますとか、そういっ

た形で景観の保全を図るということが一点でございます。 

 それから、その後の跡地としての利用ということで、町民環境課サイドとしましては、

南海トラフ大地震が予想される段階において、火葬場業務、こういったことに対する資材

の保管でありますとか、それからストックヤードとしての整備といったようなことを検討

しているところでございますが、現段階としてかっちりどうするということにはなってお

りません。今現在、行政財産でございます。町民環境課のほうが管理をしているわけでご

ざいますが、内部協議によりまして、一般財産としての管理ということに切り替わってい

く可能性もございますので、そういったことについては今後内部で詰めていきたいという

ふうに考えております。 

 それから峰ノ上集落への協力金といったことにつきましては、やはり迷惑施設といった

ことでの協力金という形で町としては位置付けをしておりますので、解体撤去をした以上

は協力金はなくなるというふうに考えております。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 次世代施設園芸の水の対策はというご質問でございまし

た。 

 確かに水は大切でございますので、この事業、実施主体はその企業になるわけなんです

が、県のほう、県知事の肝いりでということでありますので、水については勅命を受けて

県の農業振興センターですか、そちらのほうが井戸などの調査を行っております。それ

で、基本的に水は井戸水を使うということになっております。平成26年度、今年度です

が、何か所か井戸の調査。そして穴掘って、水があるかどうかという調査を行っておりま

すので、そのほうは県は必死になっておりますので、万全に対応するよう、またそういう

協議会等でも話し合っていきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 町長中尾博憲君。 

○町長（中尾博憲君） 議員のお尋ねの住宅の確保ということでございますが、今、企画

課長もちょっと申し上げましたが、基本的に県の管財課のほうに、払下げのできる施設に



- 26 - 

ついては払下げの要望を出してます。私のほうにも、ちょうど県議会前に県の部長がちょ

っと来町したときに、知事のほうから、とにかく地域内の雇用者が少ないので、恐らく周

辺から来るようになるろうということで、住宅の確保をせよということで指示を受けたと

いうことを聞きました。 

 ちょうど私のほうもそういった県の施設の払下げも含めて協議しよったとこですので、

そのまた部長を通じて、是非、有利にこういった事業展開する中で、なるだけ、管財課の

正規の価格ではなくて、重要な行政推進の中での払下げということで、なるだけ安く、有

利というか、安く確保するようにお願いしてます。ただ、これもお願いであって、なかな

か県のほうの払下げの方針もあると思いますが、そういったところで確保に努めてまいり

たいと思います。 

 ただ、町内にも実際、個人的にマンションをやられたりする方もおります。ですから、

公的資金を投入して民業圧迫というのは一定避けなきゃならんと思いますので、その辺の

バランスをちょっと調査させていただくということと、それからもう一つ、大きな会社が

持っておる独身寮なり社宅がございますので、その辺も一定借用ができるかどうかも、ち

ょっと模索したいと思ってます。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） 税務課長永尾一雄君。 

○税務課長（永尾一雄君） 鳥獣害の捕獲の税金の減額ができないかということでござい

ますけれども、今年、確定申告が終わりました。その中でも十和・大正については大変捕

獲をされた方が多いということでございますけれども、税務課といたしまして、捕獲に必

要な経費については、鉄砲の弾とかそういう分については経費から落としていくような対

応をさせてもらってますので。これからどうするかいうことはまだ税務課のほうでは判断

ができておりませんので、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（橋本保君） いいですか、それで、答弁は。 

 ２番林健三君。 

〇２番（林健三君） すみません。一点だけ国調の関係ですけど。大正・十和は今100％

済んでます。旧の窪川町は51％ということで、あと半分残っているわけですけど。税の関

係ですよね。税の、言うたら不公平性が僕はたくさんあると思いますよ。まだ窪川は課税

の対象にはなってないがじゃないですか。ほんで、大正・十和へは課税して、その辺が僕

はちょっとふに落ちぬところがあるがですけど、その辺どうでしょうか。それをお聞きし
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たいと思います。課税してるかしてないか。 

〇議長（橋本保君） 税務課長永尾一雄君。 

○税務課長（永尾一雄君） 十和・大正のほうは国土調査が既に済んでます。先ほど言い

ましたように、窪川のほうは今実施中でございますので、国土調査が済んだ分については

税のほうで課税もされているというふうに思いますけれども。 

〇議長（橋本保君） 暫時休憩します。 

            午前10時55分 休憩 

            午前10時56分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 税務課長永尾一雄君。 

○税務課長（永尾一雄君） ちょっと詳細把握ができておりませんので、後で報告させて

いただきます。すみません。よろしくお願いします。 

〇議長（橋本保君） 質疑の途中でありますが、ここで暫時休憩します。 

            午前10時56分 休憩 

            午前11時10分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続行しますが、その前にお知らせをしておきたいと思います。 

 16番西原眞衣議員が病気のため欠席届が出されましたので、これを許可しました。 

 執行部からの答弁漏れがあるようですので、それを先に受けたいと思います。 

 町民環境課長山脇一生君。 

○町民環境課長（山脇一生君） 先ほど下元真之議員の安心子育ての事業について、私の

ほうから児童手当の受給者の人数ということで、先ほど1,544人と申し上げました。こ

れ、ちょっと公務員の子どもの人数が入っておりませんでして、支給の基準日とするのが

５月１日現在というふうにしておりますので、これからの出生見込み、こういったものも

含めまして約1,900名という見込みをしておりますので、訂正させていただきます。 

〇議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

 13番槇野章君。 

〇13番（槇野章君） それでは予算書の66ページの下段ですが。 

（「66ですか」と呼ぶ者あり） 

 66。拠点ビジネス。三点ほどお願いしたいと思います。 
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 拠点ビジネス体制整備事業で、概要で、ごめんなさい。３年間で約3,900万円を使う

て、６月には撤退ということですが。この中で、要は、ここへ出展した農家がどういう状

況か。例えば、言い方悪いですけんど、もうけたのかもうけてないのか。また、こうして

今度あぐりが拠点になりますが、生産量がかなり増えると思いますが、そこら辺の調整と

いうか、話合いができているのかをお聞きしたいと思います。 

 それと、89ページの上段、町道神ノ川線舗装整備事業ですが、これ、本年度の事業、２

kmということですが、今、改良工事もやっておりますが、そっから奥まで行っても、２km

じゃ到底済まん距離ですが、どこら辺をやるのかを教えていただきたいと思います。 

 それと、予算書の102ページ。３項の農業振興費で、19節負担金補助金及び交付金とい

うことで、去年までは四万十農業協同組合営農推進事業補助金ということで毎年240万円

付いておりましたが、どういう経過で補助が出されて、今年はどういう経過で計上されな

かったのかを、お聞きしたいと思います。 

〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 66ページ下段、拠点ビジネス体制整備事業、拠点・外商

体制整備事業ですが、これについてお答え申し上げます。 

 議員さんおっしゃいますように、高知市の店舗を７月をめどにこちらのほうへ、閉店し

て、町内のほうへ販売を移行するという予算計上させていただいております。私、担当課

長のときにこの店を出したということで、大変胸が痛い計上となっていますが、生産者の

思いはどうかというご質問でありました。 

 やはり販売する先がなければ、当然ながら中山間地域の農家の方は販売、生産ができな

いわけでありますので、高知市内の店につきましてはそういうところがあったということ

で、一定評価もしていただいているところでございます。ただ、思うように売上げが伸び

なかったということで、だんだん店から離れていったということも確かでございます。 

 それで、今度この予算を計上して、町内のほうに販売を移してくるわけですが、販売先

としてはJA四万十のみどり市、そして当然拠点でありますので、あぐり窪川のフリーマー

ケット、そこが中心になろうかと思います。それぞれお客さんの層と言いましょうか、来

られる方がまた違うわけでありますので、売れる時期とかがまた違ってくるとは思います

が、当然ながら拠点ビジネスという事業は続いていきますので、あぐり窪川としては今後

の販売展開にはまた力を出してもらいたいと思っているとろでございます。 

 なお、生産者の皆様方には、３月の拠点ビジネス運営協議会の決定でこういうふうにな
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ったということで思いを伝えて、何とか決めていただいたわけなんですが、当地域はみど

り市のほうも新しくリニューアルをいたしましたので、積極的にそういう販売につながる

ような体制づくりをまたつくっていきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） 89ページ上段の町道神ノ川線の舗装整備事業の件でしたが、

本年度２kmの延長を一応計上させていただいております。一応交付金事業ということで、

まだ国の割当てが、７月頃にならんとはっきりした割当てが来んもんで、一応当初予算と

して計上させていただいております。 

 まだ２kmじゃ奥に行き着かんという話がありましたが、確かに終点まではまだ距離は残

りますが、４、５年前から森林管理署のほうが国有林の材をうちの町道、併用林道にもな

っておりますんで、利用して出している関係で、改良している区間以外の既存の区間でも

かなり傷みが激しいもんで、地元のほうから、地元集落代表の方から再三にわたり要望も

受けておりましたんで、部分的な補修は所々やったりしよりましたが、本格的に補修しよ

うということで、今年度、27年度、新年度予算にこの神ノ川線の舗装については計上させ

ていただいております。また奥のほうというか、最後のほうではまだ未舗装、町道として

はかなり古い時代から町道になっておりましたが、未舗装の区間もありまして、また地域

住民の要望もあることで、話ししもってこの区間ということ決めまして、舗装させていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

〇議長（橋本保君） 町長中尾博憲君。 

○町長（中尾博憲君） 農協への、確か営農推進助成という形での予算だと思います。 

 過去、私が聞くところによりますと、農協会館の助成に対して、それの補填ということ

で出されていた経過があったようです。その後、それが一応償還終わって、その後に、ち

ょっと期間忘れましたが、３、４年か、今の営農推進助成という形で出しておったようで

す。 

 私なりに精査させていただきまして、本当にこれまで農協の営農指導員を含めて、本当

にいろいろな指導、推進で農協の力を借ったのは、私も本当に一緒に仕事をさせていただ

きましたので承知をしておるとこでございますが、今の、これからの農業を考えたとき

に、本当にこの出し方でいいのかということを考えたがです。というのは、やはり集落の

中に集落営農組織、機械利用も含めた組織が出来ておる中で、やっぱり若い農業者が一定
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の地域、興津なんかは一定入りましたけども、ほかの地域でやっぱり若い方の就農が少な

いです。ただ、行政の手当としては、新規就農者の支援事業だとかたくさんございますの

で、担当課の予算設定の中で、担当課にこういったところをやっぱりフォローアップする

ような指導推進ができんかよという話をしたとこです。ただ、定数条例の関係で、どうし

てもそこまで手が届きにくいとこがあって、中山間等々の直払の事務になかなか追われて

いうことがあって。 

 ですから、今年は、私が従来から申し上げましたように、やっぱり人がそこに残って、

やっぱり地域の産業が栄えるという基本理念で、できれば、今のお金をとやかくじゃなく

て、今後の方向性の中で、集落にそういった指導推進チーム、その中に農協、普及センタ

ー、それから我々の振興課、そういったものが入れるようなちょっと切口がないと、ずっ

とこのままの出し方では、なかなかそれぞれが苦労しゆう中で、その辺の前が開かないだ

ろういうような思いがありまして。ですから、農協の組合長にはこの１年間ちょっと協議

させていただいて、場合によったらそれくらいの額でいかんと思いますので、やはりそう

いった指導推進をしながら集落営農を進めていくという基本的なスタンスに立つと、どう

も今の、確か300万円ちょっとだと思いますが、従来、これではなかなか功を奏さないだ

ろうというふうに考えたとこです。ですから、今後、そういった集落全域へのそういった

指導チームというか、そういった体制づくりのためにちょっと切り替えらせていただい

て、またそういったところのご協力もいただきながら、本来の集落営農指導という、広い

意味での指導推進ができないかなということで、取りあえず今年、本当に今までのお世話

になった関係があって、非常に申し訳なかったですが、ちょっと今年１年に限って、切替

えの時期ということで、今回補正予算に計上していないとこです。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 13番槇野章君。 

〇13番（槇野章君） 拠点ビジネスで、かなり高知からも売れ残って、野菜を取ってきた

経過がありますが、また、今度は拠点があぐり窪川、また、みどり市ということで、また

同じことになるじゃないかと思いますが、こういうときこそ栽培指導。生産のバランスと

いうようなことで、農協の力も借りながらやるべきじゃないかと思いますが、そこら辺、

いかがでございましょうか。 

〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 確かに作物を売っていくのであれば、品質を高めると同
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時に、同じものが重ならないというようなことも必要であろうかと思います。そういった

点におきましての、指導していただくのは議員さんおっしゃいますようにJAであります

し、県の普及所の方たちであると思います。当然ながら、いい品物をたくさんの方に買っ

ていただきたいわけでありますので、そういった団体のご指導はいただきたいというふう

に思っております。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） １番橋本章央君。 

〇１番（橋本章央君） 二点について質疑をさせていただきます。 

 説明資料の64ページにあります、四万十町雇用創出事業についてですが、地域雇用推進

事業、雇用創造委託事業、この二点についてもうちょっと、概要は分かっておりますが、

もうちょっと詳しく説明をいただきたいと思います。どういうことかというと、雇用創造

委託事業については、「町の企画に基づき」というところがありますが、どういうことを

想定されるのかということと、その上にある緊急雇用創出事業については、ある一定会社

が特定されたり、そこへ人材育成ということで、ほぼ人が特定される、そういう事業です

が、今、質問についてはそういうことがない、限定されてない、これからのことなのか、

そこを中心に教えていただきたいということ。 

 もう一点は、80ページ、四万十町バイオマス利用促進事業についてです。これについて

は、新しく様々な実証をしていくということですが、原材料の買入れ価格の設定はされて

おるのか。また、それを踏まえて、製品の販売価格についてはどのほどのことを想定され

ているのかというところを教えていただきたいと思います。 

〇議長（橋本保君） 商工観光課長植村有三君。 

○商工観光課長（植村有三君） 資料64ページの四万十町雇用創出事業につきましてお答

えさせていただきます。 

 まず、議員のほうからご質問がありました地域雇用推進事業と雇用創造委託事業の内容

についてということでございました。一つ目の地域雇用推進事業につきましては、事業費

5,300万円を計上させていただいておりますが、これにつきましては法人等が企画した新

たな事業又は規模拡大のための地域求職者を６か月以上雇用するという事業でありまし

て、一般的に町内企業の方向けにやらさせていただくということになっております。平成

27年度には一応12の団体・事業所を予定しておりまして、その中で雇用としましては、

44名の雇用という形で計画をしておるとこです。これによりまして一定限の支援をさせて
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いただいて、継続的な安定した雇用につながっていければと。さらに起業家としまして

は、規模拡大等で収益を上げていただきたいというところで支援をさせていただくもので

ございます。 

 次に、雇用創造委託事業､2,300万円ほど計上させていただいておりますが、これは議員

のおっしゃりましたように、町の企画に基づき法人等に委託するということで、町内求職

者に対する雇用、就業機会の均等を図っていこうというものです。当然、本来であれば町

が実施して、地域の活性化でありますとか雇用創出につなげていく事業を行うべきなので

すけど、それを事業所・団体等に委託をしまして実現していただくという形で、27年度に

おきましては３社の事業所に委託を予定しております。内容的には観光協会等への委託事

業でありまして、四万十町のPRをしていただくと。それから、商工会のほうへは商店街の

活性化でありますとか、食のチャレンジショップ、そういうもので地域の活性化につなげ

ていただくというところ。それから、あぐり窪川のほうへは滞在型観光モデル構築事業と

いうことで、松葉川温泉を活用しまして集客を図っていただいて、四万十町全域の地域の

経済効果につなげていこうというような、三つの事業で展開をしているとこでございま

す。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 私のほうから、80ページ上段、四万十町バイオマス利用

推進事業についてお答えを申し上げます。 

 まず、木材の買取り価格、そして商品の、製品の販売価格の設定はされているのかどう

かという点でございます。この事業につきましては、森林組合のほうが国の事業を用いま

して、実証事業という形で進めております。それで、作るものはおが粉というふうに決定

されておりまして、これは次世代施設園芸ハウスで使う燃料であるから、おが粉というこ

とになっております。 

 それで現在、チップ業者とかバイオマスの発電所、そちらのほうへも木材が要るわけで

すので、そこへの買取り価格が基準になってこようと思います。その辺と調整を取ってい

かなければならないんですが、6,000円から8,000円の間で木材の買取り価格が設定といい

ましょうか、予想がされております。 

 それから、商品の販売価格につきましては、次世代のハウス側においてはやはり30円程

度の、１kg当たり30円あたりの価格であってほしいということです。買う、使うほうは安
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いほうがえいに決まっていますし、それから木材のほうは高く売るほうがいいわけです

が、その辺の調整が今後の協議の中で決まってこようと思います。この森林組合の事業に

つきましては実証事業でありますので、そういう価格設定についても実証していくという

内容も入っております。 

 今回計上させていただいておりますのは、施設における本体部分。造成地造成費とか、

そういう本体部部について町として計上させていただいていたものでございます。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） １番橋本章央君。 

〇１番（橋本章央君） 雇用促進創出事業についての、委託事業については大体使われる

先は決まっておるということが分かりましたので、この件はえいがですが、地域雇用推進

事業のほう。法人などが企画した新たな事業の実施又は規模拡大のために地域求職者を６

か月以上継続して雇用するという事業。これ、現在町内へ住んでなくても、例えばＩター

ンでこれから来て、町内で仕事を探しているとか、そういう人も対象になるのでしょう

か。その点をお聞きしたいと思います。 

 そして四万十町バイオマス推進事業については、今回は施設整備に係る１億4,500万円

の補助金が出ております。現在での価格設定もおおよその価格、販売価格もキロ当たり

30円という。まだまだ実証をしていかないかんという答弁ですが、普通、ここ20年も前か

らこういう補助事業に対して、何か工場を建てるとか、そういうときの運営については民

間の企業的な経営感覚でやっていくということが言われ始めてしばらくたっております。

これだけの設備投資をして運営するのですから、いつまでたっても自立した経営ができん

という、そういうことなら最初からやらんほうがましという感覚を持っております。 

 そこで、これの仕入れ6,000円、あるいは8,000円からランニングコストを掛けて、そし

て販売をしていく。これで、次の買う、使う側が経営ができないいうような実態になった

場合に、今後も、例えば林業振興のためにとか、あるいは実証実験であるから、町からキ

ロ当たり何円補助します、あるいはトン当たり6,000円のとこを8,000円で買上げますと

か、そういう追加の補助も考えておるのでしょうか。それはないのかあるのかをしっかり

答弁をしていただきたいと思います。 

〇議長（橋本保君） 商工観光課長植村有三君。 

○商工観光課長（植村有三君） お答えさせていただきます。 

 地域雇用推進事業に係る分で、地域内求職者という形でうたっておりますので、当然町
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内に在住する方が対象になります。 

 議員のご質問のように、４月１日以降町内に住所を有するという方についても、前段階

で申請していただくことは可能でございますが、ただ、仮に４月１日に在住にならなかっ

た場合とかいう形は、また変更申請等でその分の減額というような形は生じてくるものと

思います。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 町長中尾博憲君。 

○町長（中尾博憲君） 議員のご質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 まず、次世代施設園芸団地と木質の、おが粉の、林野庁の実証事業ですが、私が就任し

て間もなしに県等々の説明がありました。これについてはやはり実証事業とおが粉という

ことで限定されておったわけですが、実証事業と新たな次世代で、この林業が盛んな四万

十町において、やはり将来的にそこに例えば経済的なマーケットができるようにというよ

うな思いもあっていうことで、知事がすごく、先ほど担当課長申し上げましたように、肝

いりで進めた事業でございます。 

 私としたら、相当何回か検討も喧々諤々やってまいりました。先ほど、ちょっと危惧さ

れるというのは、単価が上がったときにどうなるのかという。原材料を6,000円､8,000円

で買って、製品になる単価が例えば30円言いましたけども、これが30数円なり上がってい

ったときどうするのか。そのサヤを埋めるのかというようなご質問だったと思いますが、

基本的にやはり公的資金で、例え実証事業の後の本格操業になっても、公的資金でなかな

か穴を埋めるというのは私は難しいと思います。 

 それはそれで、いろいろな今、協議の中でやってますが、ちょっとチッパー言いますか

ね。本来はそれを、森林組合がチッパーを買ってやっていいのかどうかいうのも、ちょっ

といろいろ議論があると思いますが、やはり安定的な操業ができるような、収益が上がる

ような中でおが粉を確保する。ですから、全量製造するというようなことでも、それもい

ろいろな協議の中で、一定大きな製材業者からの購入も含めてみたいなことも、今、検討

されゆうようです。ですから、本来でしたらおが粉の市場というのは大変逼迫してまし

て、畜産農家に対する影響等も出てきますので、その辺も今後考えながら進めていかなき

ゃならんことで、大変森林組合のほうが今苦労しゆうとこですので、自分としたら、この

事業を入れて、やはり自伐林家又は農林家、農家林家言いますか、できれば山で食ていけ

るような林業経営体の育成、林業就業者の支援という形へつなげていって、知事も申しま
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したけど、やっぱり林業立町として、若者が本当に山で働けるような環境をということ

で、おが粉を一つのステップアップにさせていただいて、そういう取組ができたらと考え

てます。ですから、場合によっては、おが粉そのものの今後の操業というのも確定的では

ございませんので、大変厳しくなるというのも全く否定はできないと思います。ですか

ら、そういった、それぞれ29年度からの本格操業に向けて、やはりこういう形でやってい

ったら木質バイオマスの活用ができるんだよというところへこの実証事業、あと２年しか

ないですけども、持っていくっていうのがこの実証事業の本来の目的ということで聞いて

おりますので、本当にこれについては私も注視をして、大きなお金を突っ込みますけど

も、そこにはやっぱり若者なり地域の、今、林業者の方々が少しでも所得の増加ができる

ように取り組んでいきたいと考えておるとこです。 

〇議長（橋本保君） １番橋本章央君。 

〇１番（橋本章央君） おが粉の実証事業のことについてですが、今、町長の答弁の中

で、例えば山主さん、自伐林家さんの収益を拡大さすんだという思いも一定分かります。 

 今現在、宿毛市で稼働されてるバイオマスの発電のほう、これが８万㎥から10万、そう

いう数字がある。これは絶対成功するであろうと言われておりますが、もし成功するのな

らば、それは、原材料が集まった場合という前提があります。ということは、このまま放

っておいても、四万十町内の自伐林家、あるいは林業関係者、山主さん、これにはそれ相

当の買入れ額で買ってくれる場所があるがですね。わざわざ四万十町のおが粉へ持ってい

かなくても、少しでも値のええほうへ売るはずです。そうなった場合に、これ以上、まだ

仕入れに対してとか、経営に対して一般財源からつぎ込んで、四万十町として補助してい

く考えでおるのかどうか。そこのところをしっかり答弁していただいて。やっぱり民間の

経営しゆう民間の経営感覚というものをしっかり根付かしてもらわないと、これからも補

助金補助金補助金でずっと行くような企業だけが残っていって、そうでなくて、自力で、

自分でしっかり勉強をし、販路の開拓をしいう部分がすごく遅れていく、一般企業に負け

ていく。そういう結果になると思いますので、そこのところをしっかりとした答弁と、こ

れからの指導もしてもらいたいと思うがですが、答弁をお願いします。 

〇議長（橋本保君） 町長中尾博憲君。 

○町長（中尾博憲君） 議員のご指摘のとおり、私もそういった単価の増減によって、公

的の資金を普通の一林家に支援をするということは考えてないです。 

 今回、実証事業の中と、町の町費の中で今、予算を区分して出しておるのは、やはり森
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林組合の基盤、言えば事業基盤を整える意味で、聞くところによりますと、実証事業で選

木機の導入も予定されておるようです。ですから、地域全体の材の集荷、それから選木体

制、流通販売体制は強化をしながらということで、今、組合のほうでも努力してもらって

おりますし、私どものほうは町有地において組合のそういった建物、ストックヤード、そ

ういったものの設備に支援をするということで考えてます。ですから、その基本をあくま

で事業主体にしっかりやっていただくということで考えてますので、これ以上、個々に公

的な資金を投入するというところは余地もないと思いますし、そういう考え方は持ってな

いです。 

 もう一つ、高知市仁井田と宿毛の火力発電についてでございますが、確かに県の担当部

局とも、あこが出来るので大丈夫ですかという話もしていきました。県内で火力が二つ、

そして、また我が四万十町にはそういった、少ないと言えどもこういった施設が出来ます

と、材価は大丈夫でしょうかねみたいな話もしっかりしてきたとこですが、そのときに、

四万十町森林組合の扱い量から見れば、少し規模拡大すれば今の目標数値はクリアできる

というような資料もございましたので、あとは森林組合のほうで、今言いましたように、

選木も含めた流通販売体制を強化することによって材が入ってくるということになってま

すので、そこはしっかりそういった方向でまた指導もしていきたいと思います。 

 今でも、投資しなくても、材の価格があるじゃないかというご質問でございますが、や

はりよそへ持ち込むとなると、千数百円の運賃が基本的に掛かります。ですから、なるだ

けここで手当てしたらというような考え方を持っておりますので、ひとつその辺のご理解

をいただければと思います。 

（１番橋本章央君「終わります」と呼ぶ） 

〇議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

 ８番水間淳一君。 

〇８番（水間淳一君） 一点お伺いをいたします。 

 概要の100ページ上段、防災施設等整備事業5,261万2,000円。この旧公民館の取壊し予

定は27年の何月から始めるのか。今年の事業ということですが。そして、解体工事が

2,500万円ということですが、それと、この中には教育委員会が入って業務を行っており

ますが、教育委員会はどこでその間業務をするのかといった、この二点について簡単にお

願いします。 

〇議長（橋本保君） 大正地域振興局長下藤広美君。 
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○大正地域振興局長兼地域振興課長（下藤広美君） それでは100ページの防災施設等整

備事業の中の、大正地区の防災活動拠点の件でございます。 

 公民館の解体の時期ということでございますけれども、今回、まず実施設計を委託し

て、そこの設計を行いますので、その設計が済んでからということになってきますので、

予想ですけども、大体10月とかということになってこようかと思います。 

 それから、現在の教育委員会大正分館ですけども、そこの職員につきましては地域振興

局内の庁舎の中に部屋を構えて、そこで業務をするということになっております。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） ８番水間淳一君。 

〇８番（水間淳一君） 10月から解体工事が始まると、予想ですが。こういった事業はな

るべく早く始めて、なるべく早く終わると。防災拠点ですので、是非早く、そのように工

程を早めていただきたいと、このように考えるとこでございますが。 

 そして、災害はいつ起こるか分かりませんので、これは28年度の建設工事の１億

5,000万円の予定になっておりますが、これも防災拠点ということで、一日も早く始めて

早く終わると。繰り返しになりますが、そういったことでスピード感を持って、この工事

はやっていただきたいと、この事業はやっていただきたいと、このように考えておりま

す。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

 17番酒井祥成君。 

〇17番（酒井祥成君） 簡単に質疑を行いたいと思いますが。 

 24時間電話相談のときに僕、７番議員のほうからいろいろ質疑があったと思いますが、

よく聞いておりませんでしたので、すみません。委託先はどこなのか、どうも僕は聞いて

なかったように思います。 

 見守りサービスの強化という中で、四万十町高齢者福祉計画の介護保険事業第６期の中

で、いわゆる地域包括支援センターの機能強化というようなところがございました。それ

と関連して見てみると、いわゆる総合相談支援事業というのが下のほうにございまして、

その中で、こういう見守り的なことをやっていこうということで計画の中には入っておる

わけですけれども、一方で、24時間電話相談をやっていくと。これは業者が、多分業者で

あろうと、委託ですから業者ではないかというふうに思いますが、その中で、業者のほう
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からこういうふうに年中無休で対応をして、どういうふうに行政のほうに今度報告、ある

いは指導体制が、整えるような体制を考えておられるのか。その点について詳しくお答え

をいただきたいというふうに思います。 

〇議長（橋本保君）健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） お答えをいたします。 

 先ほど、どういう業務かというのは話しましたけども、今回はどこの業者ということで

ございますので、今考えておるのはティーペック株式会社ということで、東京のほうの業

者ということになります。 

 電話相談というのはあまり件数的にはやってないと思うんですが、こちらは26年に室戸

市がこの業者から始めました。うちもそのときに、四万十町もどうなのかと考えました。

考えましたけれども、一定どうなのかなという疑問も自分にもありましたので、１年室戸

市さんの状況を見てということも踏まえて、今回ということになりました。一応、現在、

県内ではうちがやるとしますと、室戸市と四万十町。四国内では美馬市と、それから三好

市、上勝町なんかが採用されてるそうです。 

 そういう中で、現実に毎月、どのような状況の電話がどのくらいかかったかというよう

な積み重ねが出てきます。そういうことで、傾向的に皆さんが、心配が、どういう心配が

この町にはあるのかということも随時見ていけますので、先ほど言われたように、相談事

業の強化ということでは大変重要なことかなということで今回計上させていただいたいう

経緯があります。 

〇議長（橋本保君） 17番酒井祥成君。 

〇17番（酒井祥成君） 大体答弁では分かりました。 

 しかしながら、残念ながら、室戸のほうでやっておられるところでは、意外と相談が少

なかったということが確認をされておりますけれども、そういう中にあって四万十町が今

回こうして採用をしたと。 

 この問題点というのは、やはり電話で顔が見えないということですね、一つは。地域の

実情が分かって、その中で対応をするかどうかということが大きな課題だろうというふう

に思います。それから考えると、いわゆる地域高齢者の第６期計画については非常にいい

ことが書かれておりますけれども、それと相矛盾するような形でこういうものが出てきた

というふうに私は思っておりますが、やる以上は是非その地域の課題から、いろいろ問題

点があろうかと思いますけれども、そういう相談を受けたときに、どうしてその地域の中
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に下ろしていくのか。あるいは行政がどうしてそれに対応していくのかというところを、

しっかりと内部調整をした上で取り組んでいただきたいというふうに思いますので、その

点が、もし答弁があればお願いをしたいというふうに思います。 

〇議長（橋本保君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 議員おっしゃるとおり、室戸市もまだ件数的には十分で

ないというふうな形です。毎月30件程度でありますので、年間360件ぐらいだと思いま

す。 

 しかしながら、市町のほうとしましては、相談事業そのものについては今後伸びてい

く。全国的に見れば、結構件数的には上がってきてるというようなことも含めて、地域の

安全・安心っていう部分をやはり重視していきたいというふうに考えております。先ほど

言われたように、やはりうちの、この町の状況がどうであるか、その相談内容ですね。十

分に検討しながら、翌年に反映できるデータとして使ってもいけますので、その件につい

てはしっかりとした形で、地域包括支援センターも、昨日も出てましたけども、件数的に

はもう少し十和方面もということも含めてありますが、限られた人数でやっていく中で

は、かなりこの情報は使ってもいけると思います。 

 それと、医療のこともありますし、介護のこともあります。これは子育ても含めまし

て、オールマイティーとは言えませんけども、相談事業ができるという件については大変

有効な手段ではないかなと考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） 17番酒井祥成君。 

〇17番（酒井祥成君） 委託料の319万6,000円ですか、この算定基準って言いますか、ど

ういう、年間に大体どのくらいの利用があって、こういう予算を計上したのかというとこ

がちょっと分からないので、その点だけ教えていただきたいというふうに思います。分か

ればで結構です。 

〇議長（橋本保君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 一応ティーペックからの人口割的なところもあって、一

定全国的なレベルでの人口割程度で幾らという形で出てます。ちょっと詳細については、

今資料がありませんので話せませんけれども、内容的にはやはり人口割と世帯割、そうい

う形で計算されたものであります。 

 以上でございます。 
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〇議長（橋本保君） よろしいですか。 

（17番酒井祥成君「はい」と呼ぶ） 

 質疑の途中ですが、この時間をもって昼食休憩に入りたいと思いますが。 

 先ほど、生涯学習課長から答弁漏れがあるようですので、それを受けたいと思います。 

 生涯学習課長宮地正人君。 

○生涯学習課長（宮地正人君） ６番議員さんから、３月28日の桜マラソン前夜祭の参加

者及び家族の県内外の内訳というお答えをさせていただきたいと思います。 

 県外が69名、町外の県内が22名、町内が９名、海外が１名になります。 

 ３月28日の６時半には前夜祭を行いますので、議員各位、町民の皆さんも多数参加して

いただきますように、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） せんだって、先ほど２番議員の国土調査事業についてのご質

問の中で、ちょっと答弁が抜かっておりましたもんで、今させてもらいます。 

 事業についての推進の班体制についてのことでしたが、１班５名ないし７名の予定で､

27年度も進めていく予定をしております。 

〇議長（橋本保君） それではここで暫時休憩します。 

            午前11時50分 休憩 

            午後１時00分 再開 

○議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ４番緒方正綱君。 

○４番（緒方正綱君） それでは、私のほうから予算概要の99ページ、興津地区津波避難

対策推進事業、それとその下の、志和地区の同じく避難対策推進事業についてお伺いをし

ます。 

 まず興津地区ですが、小室地区の「２次避難が可能な場所を確保する」とありますが、

これ、確か一番最初に出来た避難路だと思いますが、これの２次避難というのが、確保す

る必要があるのかないのか、どうなのか。 

 それと、28年度以降の計画は興津も志和も、興津は28、29はもうありません。それか

ら、志和については29年度以降ございませんが、これで大体当初の計画の予定100％の見
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込みでありますでしょうか。その点についてお伺いします。 

○議長（橋本保君） 危機管理課長野村和弘君。 

○危機管理課長（野村和弘君） まず、興津地区の本村地区の２次避難整備というところ

でございますが、ここの広場につきましては平成16年から18年にかけて整備したところで

ございます。この整備につきましては旧の想定ということで、海抜15ｍ、大分余裕を見て

15ｍということで整備しておりましたが、24年の県から発表された新想定によりますと、

まだその避難広場より上のほうへ７ｍぐらい津波が来るという予測が出ましたので、それ

に合わせまして、現在の避難広場の上に避難道・避難広場を計画しているところでござい

ます。 

 それから、志和・興津地区のハード事業の関係でございますが、興津地区につきまして

は27年度をもって大体計画どおり終了する予定となっております。志和地区につきまして

は、資料の120ページに志和地区の計画等付けておりますが、今年、25年度頃から整備を

行っておりますが、28年度までかかる分が防災拠点活動施設、屯所の建て替えいうこと

で、今年度測量・設計をやりまして、来年度防災拠点施設を建てる予定となっておりま

す。その分が28年度残るようになります。 

 あと、左下のほうに防災へリポートとありますその上に、町道整備ということあります

が、そこの工事が27、28とあと２年間残るという計画になっておりまして、おおむね計画

しているところについては28年度をもって終了する予定となっております。 

○議長（橋本保君） ４番緒方正綱君。 

○４番（緒方正綱君） 分かりました。 

 一点だけ、その興津の小室地区の。これ、例えば２次で上へ上がって、規模的にはどの

ぐらいのことを予想されてますか。 

○議長（橋本保君） 危機管理課長野村和弘君。 

○危機管理課長（野村和弘君） 規模的には、現在の避難広場の上にミカン等を栽培して

おります段々畑がありますので、今の計画では、その段々畑へ上がっていく道の整備、そ

れから避難、畑の整地等を考えているとこで、面積につきましては、大体今の、現状の

畑、22ｍ以上のところを予定しておりますが、その畑を現状で使うというような計画にし

ているところでございます。 

○議長（橋本保君） ４番緒方正綱君。 

○４番（緒方正綱君） 規模的に言うて、人数ですね。多分あそこの上だったら、なんぼ
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でも上へ上がっていけるんだろうとは思いますが、今の15ｍの高さで確保できる人数って

いうのは、大丈夫なんですか。 

○議長（橋本保君） 危機管理課長野村和弘君。 

○危機管理課長（野村和弘君） 現在策定しております興津地区の津波避難計画によりま

すと、興津本村200人収容という予定にしておりますので、その方が全員逃げるくらいの

用地は確保、用地と言うか、避難広場的なものは確保したいと考えております。 

○議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

 15番中屋康君。 

○15番（中屋康君） それでは、四点ぐらいになると思いますが、できるだけ再質問しな

いぐらいに、一回でお答えをいただくような形でお伺いをしていきたいと思います。 

 予算書のほうからまず入ります。予算書21ページになります。歳入のところの、13款と

なりますね。使用料・手数料の分で、21ページです。ちょうど中ほどの節で、２節で、こ

れは目は衛生手数料で、清掃手数料ということでありますが、ちょっと私も理解いうか、

十分飲み込めてないので、お教え願いたい部分でお尋ねをするんですが。ここの項目が、

説明ではごみ処理施設手数料、それからし尿処理、あるいはごみ袋交付手数料ということ

でありまして、ごみ処理施設の手数料が1,560万円。それからし尿のほうも同じく1,500万

円。それから、ごみ袋交付手数料というのが3,000万円ということで、歳入のほうに入っ

てくるわけですが。 

 何で聞くかと言いますと、この予算設定が、この金額全く前年、平成26年度予算と全く

金額的には変わりないと。同じ金額になってます。手数料というのでありますので、ある

程度の見込みということで入ってくるわけですけども、例えばごみ処理施設の手数料とい

うのは、内容というのはいわゆる搬入手数料、それから一般の家庭の持込手数料とかいう

形であろうと私も推測するんですが、そんな内容で考えていいのか。し尿処理のほうも同

じく搬入手数料ということで、処理場が新しくなりましたので、そういった意味合いで

も、旧施設と同じような体制で手数料というのは動いてないのかということをお伺いをし

ておきたい。 

 それから、ごみ袋交付手数料ですが、これは、ごみ袋というのは一般家庭にいわゆる買

っていただいていう感じのごみ袋のことを言うのか、そのあたりもちょっとお伺いをした

いと思います。 

 いずれにしても、予算額が前年と全く同じ金額になってますので、そういった移動がな
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いままで、大きい動きがないのかなということをまずお伺いをしておきたいと思います。 

 それから、同じこの予算書の次のページの、これはページでは24ページです。これは国

庫ですね。国庫の補助金のほうになりますね。国庫補助の関係です。24ページの中ほど

で、２節の中学校費補助金ということで教育委員会関係になりますが、中に、ちょうど中

ほどに、へき地児童生徒援助費というのが、補助金というのが出ております。694万

6,000円ということですが、これ昨年が186万4,000円。500万円ほどこのへき地児童生徒援

助費補助金ということで補助金が増えておりますので、これがどういう形でいわゆるその

補助金として上がってきて、それから現場のほうにどういう形で使途されてるのか、この

分、へき地児童生徒援助費補助金というのがどういう形で予算化をされておるのかをお伺

いしたいというのが２点目です。 

 それから、もう一点だけ。予算の概要説明のほうで、１項目だけ、51ページです。まだ

皆さん、ほかの議員さんお尋ねになってない部分だと思いますので、お伺いをするわけで

すが。 

 この51ページの内容というのは、いよいよ始まる集落活動センター整備事業ということ

で、仁井田集落活動センター、あるいは大正中津川ということで、いよいよ準備段階、始

まり段階ということであります。概要は十分説明の中で書いてありまして把握もさしてい

ただいておりますが、下の、中津川集落活動センターのほうの一番後段のほうに、集落支

援員というのがあります。これは嘱託として報酬ということで16万6,000円掛ける６か月

ということでありますので、要するに、集活センターの立ち上げる、あるいはそういうセ

ンター内の動きとして支援をいただくという支援員の形を取るということでありますが、

この６か月という限定と、どんな形でこの集落支援委員さん、今から嘱託として雇用して

いくのか、連年ずっと続けていくのかということと、その上の段の仁井田のほうも同じく

９月の補正予算予定で、一番下に書いてありますが、この集落支援員導入に要する費用

と、経費として55万円ということになってますので、同じような体制でこの支援員さんを

嘱託として迎えるということでありますので、嘱託員として迎える形が、どういう形で導

入されるのか。職員さんが地域の方なのか、あるいは別個のどっかから、これにしっかり

した経験をした人を入れてくるのか、そういったところの内容だけお伺いをしておきたい

と思います。 

○議長（橋本保君） 町民環境課長山脇一生君。 

○町民環境課長（山脇一生君） 清掃手数料三点についてお答えしたいと思います。 
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 まずごみ処理施設手数料でございますが、これはクリーンセンター銀河へ持ち込んだと

きの家庭・事業系、こういったものの、そこの窓口で徴収する手数料となっております。 

 それから、し尿処理施設手数料ですが、これも若井のグリーンセンターへ業者さんが持

ち込んだもの、これの収入に係る手数料でございます。 

 それと、ごみ袋交付手数料でございますが、これは量販店・小売店さんへごみ袋を販売

したものが収入として入ってくるというものになっておりまして、この全体の金額につき

まして、昨年と同額であるということでございますが、ごみについてもし尿についても例

年同程度の量を処理しておる状況がございますので、同じ金額を当初予算には計上させて

いただいたという形になっております。 

 以上です。 

○議長（橋本保君） 教育次長岡澄子君。 

○教育次長兼学校教育課長（岡澄子君） へき地児童生徒援助費補助金でございますが、

これには二つの補助金が入っております。一つにつきましては、小学校で心臓検診を実施

しておりますが、それが、へき地校の心臓検診に関わる分の補助金があります。それが

14万7,000円。 

 それと、今年度、中学校の通学対策費でスクールバス２台を計上しておりますが、それ

に関わる補助金が約２分の１で679万9,000円になろうかと思いますが、そんな内容となっ

ております。 

○議長（橋本保君） 大正地域振興局長下藤広美君。 

○大正地域振興局長兼地域振興課長（下藤広美君） それでは、私のほうからは説明資料

の51ページ、大正中津川集落活動センター整備事業の集落支援員のことについてのご質問

に対して答弁をしたいというふうに思います。 

 まず、支援員っていうのは、市町村職員、私たちと共に、また地域おこし協力隊がおり

ますけれども、そういった職員と、集落への目配りとして、集落の巡回とか状況把握等を

実施するというような目的がございます。 

 それで、中津川につきましては、センターが28年３月に向けて開所ということでござい

ますので、その事前の準備とか開所後の運営等がスムーズに行けるということで、人材を

町が雇用するということでございます。６か月ですので、10月からということになりま

す。これにつきましても、３年間という期間ございますので、そこら辺、そういったとこ

ろで、長期的なところで継続して雇用していくことも考えております。 
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 それから、どんな人材をということでございますけれども、大事なのは地域を知ってい

る方がいいのかなと思いまして、できれば地域内で採用していきたいなというふうな方向

で、今、担当とも協議をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（橋本保君） 15番中屋康君。 

○15番（中屋康君） 分かりました。 

 一点だけ。へき地児童生徒の補助金の内訳は分かりましたが、この国庫補助金はへき地

という対象、だんだん限定されてきて、いわゆる構造体系も変わってきたということで、

このへき地というのは、いわゆる下りてくる対象っていうのはあらかじめ決まった国庫金

の額なのか、あるいはある一定、学校の数やらへき地校といった感じで下りてきているの

か、そこだけちょっと内訳を聞いておきたいと思います。 

○議長（橋本保君） 教育次長岡澄子君。 

○教育次長兼学校教育課長（岡澄子君） 心臓検診に関わる分につきましては、やはりへ

き地校ということでの、へき地校で実施する分が対象となっております。 

 スクールバスにつきましては、特にへき地校で活用するスクールバスということではな

くて、児童生徒の輸送手段に活用する場合は対象となっておるという内容になります。 

○議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

 ３番古谷幹夫君 

○３番（古谷幹夫君） 私のほうからは二点だけに絞って、この概要書で質問させていた

だきます。 

 まず一点目は、槇野議員も質問された部分がありますけども、66ページ、拠点ビジネス

体制整備事業の関係と、それから68ページの給付金、新規就農者定着促進事業のこの二点

です。 

 まず一点目の拠点ビジネスの関係につきましては、これは、この概要書の説明の中から

うかがいますと、非常にこう苦労されて進めてきた経過がうかがわれるわけですけれど

も、結果として方向転換をせざるを得なかったという位置付けで理解をさしてもらってお

りますけれども、現時点における方向転換に至らざるを得なかった要因をどう捉えておら

れるのかを、お聞きしたいと思います。 

 それから、68ページのこの部分については、一般財源のところで1,000円の計上がされ

ちゅうわけですけれども、これは何か深い意味があるのかどうか、そのことを、その二点
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でよろしくお願いします。 

○議長（橋本保君） 副町長森武士君。 

○副町長（森武士君） それでは、私のほうから拠点ビジネスの方向転換に至った経過と

言いますか、理由について説明をしたいと思います。 

 午前中もありましたが、ご質問があった案件ではありますが、農林水産課と、ちょうど

拠点ビジネスの運営協議会の会長が副町長ということで、私とで３年間の総括をしたとこ

ろであります。成果については当然年間5,000万円の売上げもある中で、一定中山間地域

の農家の収入につながったというふうに評価もしてます。それから年間５万人の来場者も

ありますので、アンテナ機能は、高知市内の方に十分効果もあったというふうに整理もし

ています。 

 それから、課題というところで、やはり当初計画の甘さというのはあったのは事実だと

思います。現状が1,000円の売上げに対して3,000円、4,000円の経費が掛かっているわけ

でありますので、費用対効果を考えたときに、一旦高知市での展開をここで踏みとどまっ

て、踏みとどまってじゃないですね、地元に立ち返って、そこでもう一度しっかり精査を

していこうということであります。 

 それからもう一点、やはり行政評価の対象にもなってまいりますので、行政評価委員会

のほうからも事業の見直しということもありましたので、そういう決断もしたところであ

ります。 

 最後になりますけれど、やはりこれからは、一定顧客もついておりますので、そういっ

た方への丁寧な説明、それから出品者、今、現に耕作もしておりますので、生産者の意欲

をそがないように、地元での販路の開拓を精いっぱいやっていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（橋本保君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 私のほうから、68ページ下段、新規就農者定着促進事業

（青年・壮年・農業後継者給付金）についてお答えいたします。 

 この事業は、新規就農への一定の間への支援策でございますが、一般財源が制限ついて

いるという、それについてのご質問でございました。 

 これ、右のほうに支出項目、７節、11節、12節、19節と歳出の項目、そして金額があり

ますが、これを合計いたしますと1,831万3,000円ということで、それを賄う財源といたし

まして、まずは県の補助金を入れる。そして残りは、右下のほうにありますが、過疎地域
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自立促進産業振興基金と。この基金の繰入金をもって充当しておりますので、この繰入金

を10万円単位というふうにしましたので、1,000円ちょっと端数という形で付けさせてい

ただいております。 

 以上です。 

○議長（橋本保君） ３番古谷幹夫君 

○３番（古谷幹夫君） 68ページの件は了解です。 

 拠点ビジネスの関係は今副町長から回答いただきました。 

 私はこの事業を方向転換、閉じるに当たって、これに気落ちして、次の展開ができんな

ってはいかんということを心配するところが一点と、私自身は、これは一般質問でもちょ

っと私の主張をさしてもろたところがありますけども、この地でもう一回しっかりとやっ

ぱり生産基盤を、いわゆる基幹品目だけでなくて、この土地を利用した形で生産基盤をし

っかり整えるということをもう一回農業振興策として考えていくべきだということに思っ

てますんで、その点についてお答えできるのであれば、よろしくお願いします。 

○議長（橋本保君） 町長中尾博憲君。 

○町長（中尾博憲君） 議員ご指摘のとおりです。やはり撤退ということはないです。今

回のアンテナショップとしての機能、そして売上げ等々に対する経費の増大というところ

を考えたときに、もう一回仕切り直しをしてということで。 

 ただ、その段階でちょっと私が感じたのは、やはり地元の生産農家がだんだんに減少し

てますので、議員ご指摘のとおり、やはり一回そういった生産体制を含めて流通・出荷の

体制も見直して、私も約束させてもろてます議員の地消地産、そして地産外商というの

は、今後やはり所得の拡大に向けては有利な手法だと思いますので、それにアンテナ機能

を補完したような、補完と言いますか、両立できるような体制整備をした後にまた高知市

のほうなり、そういった新たな販売先の展開は考えておるとこです。 

○議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

 11番下元昇君。 

○11番（下元昇君） 私は二点と思っておりましたけども、今３番議員のほうから、拠点

ビジネスの将来的な構想を聞こうかなと思っておりましたけども、答弁ありましたので省

略させていただきまして、資料の50ページの下段、そして51ページの上段・下段。いわゆ

る志和のコミュニティ施設整備事業と、先ほども質疑がありました集落活動センター、こ

の点についてちょっと内容で分からない点がありますので、分かってる範囲で答弁願えた
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らと思います。 

 まず、志和のコミュニティ施設整備事業ですけれども、この中ですけれども、これは新

しい、建物を新築します。それに合わせて備品購入費も、その中のもんを買うとして

300万9,000円も計上されておりますけれども、志和のコミュニティ施設を整備した後、収

益事業の関係はひょっとどうかなという点です。というのは、志和の皆様方、今やってお

りますですかね、四万十街道ひなまつり。こういった事業に積極的に取り組まれておりま

すので、町外からもこの時期にはたくさんの方が志和にお見えになっておりますので、ひ

ょっとこの志和の地域の住民の方々がそういった収益事業に取り組む考えがあるのかない

のか。もしあるとすれば、次の質問にもなりますけれども、予算がこの300万円では足り

るかなという点。もしなければ、備品ですのでそれでいいと思うんですけれども、収益活

動をやるのかどうか、この点です。 

 そして、51ページの上段の仁井田のほうの集落活動センター。ここは、高知新聞にちょ

っと前ですか、出てたように記憶があるんですけれども、ここは収益事業を行うというこ

とが私、記憶してます。 

 それでこの当初予算には設計監理委託料だけですけれども、資料見ましても、これまで

の執行部答弁にもありました。９月補正で建物を建てたり、あるいは備品の購入で500万

円入っております。多分これが収益事業のための、例えば、新聞には確か食べれるもん

を、加工品を売るんじゃないかというような記事があったと思うんですけれども、多分そ

のあたりの調理場に対する支援かなと思いますので、どういった内容、もう一度。実は町

民の方々からちょっと問合せがありまして。多分その方も今言った新聞を見られた後だっ

たと思うんですけれども、もう少し仁井田の集落活動センターの活動内容を知りたいとい

う問合せがありましたので、もう少しお示し願いたいと思います。 

 それと同じく、下段の中津川集落活動センターですけども、この中には予算的に見ると

いわゆる収益活動は入ってないかなと思うんですけども、ここにも書いております、37世

帯73人の集落、しかも高齢者率が53.4％占めてる地域の中の集落活動センターなんで、内

容お伺いしたいんですけれども。この地域も重要文化的景観の中に、重要構想の中の一つ

で、春も夏も秋にかけていろんなイベントを、非常に四万十町内の中でも一番元気に盛ん

にやってる地域なんで、町外からも県外からもお見えになっております。そういった方々

に対してのやはり収益事業ができないかなと思って、質問をさせていただきましたので、

分かる範囲内で結構ですので、ご答弁願いたいと思います。 
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○議長（橋本保君） 暫時休憩します。 

            午後１時26分 休憩 

            午後１時27分 再開 

○議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続行します。 

 企画課長敷地敬介君。 

○企画課長（敷地敬介君） それでは、志和のコミュニティセンター、ここで収益事業を

行うかというような質問だったと思います。 

 特にこれと決めた収益事業をやるという計画はございません。ただ現在も確かやってお

られますひなまつりのバイキングなんか地元の方やられてます。そういうことは今後はこ

の施設を使ってやられるということは、可能性はあるという状況です。 

 それと仁井田地区の集落活動センター、今回設計の予算を上げておりますが、具体的に

この集落活動センターが立ち上がってどういうことをするかというのは、まだ大きな段階

での計画にはなっておりますが、この間新聞へも出てましたように、メインとなる収益事

業としまして、高齢者の家庭へおかずの宅配をやりたいなとか、ここの場所でそのままお

かずの販売をするとかいう部分は今考えられております。そのほかにも地域の憩いの場と

してここを活用して、高齢者、子どもの方、誰を問わず皆さんに集まってもらって、いろ

んなことをやっていきたい。そのほか高齢者の方の見守りというか、宅老所的なこともや

りたいとか、それとまた地域のイベントの拠点にしたいとか、いろいろ、どう活用してい

くか具体的にはなっておりませんが、ある程度の方向性を今、地域住民の方が検討をして

いるという状況です。 

〇議長（橋本保君） 町長中尾博憲君。 

○町長（中尾博憲君） 集落活動センターについて、私のほうからもちょっと補足をさせ

ていただきたいと思います。 

 せんだっての行政報告の中でも、今回の当初予算の中の位置付けとしては、これまで地

元の方と協議をされてずっとやってきた一つの案件です。私のほうにもいろいろ問合せが

ございました。 

 そういう中で、年末の会議でしたか、私もどういう状況かということで出させていただ

きました。集落活動ですので、やはり地元の方々の思いをしっかり受け止めたいと思いま

すが、私も公約を掲げてここに立てておる人間でございますので、今後の設計監理、そう



- 50 - 

いった中で今課長が申し上げたほかに、私としてどうしても地域で必要な課題としてあり

ます。特に高齢者福祉ありますので、やはりそういうところに行政の課題を一定投資をさ

せていただいて実施をしていただくということも今後お願いをしたいと思います。 

 ですから地元の皆さん方が一生懸命、自分たちの地域の活性化に向けてというところの

意欲をそぐということは考えてないですけども、やはり公的な資金を投入するということ

でございますので、お約束した公約を少しでも地域の見守り、今課長が申し上げましたよ

うに、見守りとか、例えば宅老とか、そういったところでお願いをしていくような体制で

おります。 

 もう一点は、ちょっと気になったのが、やはりそういったおかずとか例えばお弁当とか

やる場合については、やはりやられる方が地域の中にもおります。ですから、そういった

方に悪影響を与えないように、場合によっては一つのところでできればと思いますけど

も、やはり民業圧迫ということが一番自分も気になっておるとこでございますので、その

辺はまたよく観察しながら、担当課のほうの指導をさせながらやっていきたいと考えてお

るとこです。 

〇議長（橋本保君） 大正地域振興局長下藤広美君。 

○大正地域振興局長兼地域振興課長（下藤広美君） それでは私のほうからは、51ページ

の下段にあります大正中津川集落活動センターの整備事業の件で、収益事業という部分が

ご質問であったと思います。 

 この地域では３年くらい前からこの集落活動センターをどうするかというところで、何

回も会議を、地元が主体となって参加しております。地域おこし協力隊も加わり、また県

の方も入っていただきながら本当に真剣に会議をしておりました。私も参加をしておりま

した。 

 その中で収益事業というところになりますと、ここには、説明の中に六つのワークグル

ープをつくってということを書いておりますが、細かく言いますと産業振興ワーキンググ

ループ、交流事業ワーキンググループ、福祉コミュニティのワーキンググループ、里山保

全のワーキンググループ、自然エネルギーのワーキンググループ、伝統文化のワーキング

グループといったグループで各住民の方が入って、各々で検討しておりまして、そういっ

た中で特産品作りの販売とか、また、交流定住で町外の方を取り入れたイベント等に参加

してもらう取組などとか、また里山保全のほうでは、集落営農とか集落営利とかいった中

で収益事業になるようなものを話し合っております。具体にはまだまだ詰めていないとこ
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ろありますけれども、そういった部分で収益を上げていったらいいのかなと思ってます。

特に議員おっしゃられましたように、中津川地域というのはいろんな、どろんこ運動会な

ど、もみじまつりなどいろいろ頑張っております。そういったものを基盤としながら、そ

れをさらに発展させていくような取組になればというふうには思っております。 

 以上です。 

〇議長（橋本保君） 11番下元昇君。 

○11番（下元昇君） 仁井田の件と中津川の件、よく理解できました。 

 そして一点目に志和の件でちょっと聞き忘れがあったんで、もう一度50ページの下段の

件でちょっとお伺いをします。 

 実は集落活動センターの話が行政側から議会側に提示があったときに、確かこの集落活

動センター、志和のほうにも当初集活センターという話があったんじゃないかなと思いま

すけれども、今回はそういった集活ではなくてコミュニティ施設をするということになっ

たんですけれども。分からない点は、こういったコミュニティの施設の整備事業と、先ほ

ど言いました集落活動センター、これ役割の違いがちょっとこうピンと来ない点がありま

す。内容的にはほぼ同じじゃないかなと。取り組むところはやっぱり高齢者を見守ると

か、よそから来られた方にいろんなことも提供して、収益事業も、上げることといったこ

とで、そんなに違いがないと思うんですけれども、どうしてこの志和の場合は集落活動セ

ンターでなくてコミュニティ施設の整備事業に変わったのか。そこあたりの経過がちょっ

と分かりませんので、その点だけご説明をいただければと思います。 

○企画課長（敷地敬介君） お答えします。 

 集落活動センターにつきましては、これ、県がつくりました補助事業です。補助事業で

すので、活動センターの目的とかいろいろな決まりもあります。ほんで、事業を活用する

かどうかということで、例えば仁井田・中津川地域と志和地域、違ってくるんですが、志

和地域も集落活動センターという事業があるということで地元住民と協議した結果、集落

活動センター、いろいろな項目がありますので、なかなか志和地域の住民ではこれほども

できないという部分もありました。そういうこともあって集落活動センター事業は使わな

かったということです。 

 ただ、どうしてもある程度、自分たちのために自分たちの地域を良くしたいいう、活動

はしたいということでするんですが、その施設がないということで、各地域にあるような

コミュニティ施設のほう計画をしたというところです。 
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○ 議長（橋本保君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 午前中の質疑に対しての答弁漏れがあったようでありますので、執

行部からの答弁を求めます。 

 税務課長永尾一雄君。 

○税務課長（永尾一雄君） 午前中、２番議員の質問にお答えができておりませんでした

ので、国土調査に関する固定資産の課税についてお答えをしたいというふうに思います。

 土地にかかる固定資産税につきましては、国が定める固定資産評価基準に基づいて、登

記簿に記載されている地籍、登記簿地籍ですけれども、それによって課税はすることが原

則となっております。 

 しかし、固定資産税評価基準に設けられている例外規定を適用しまして、地籍調査の完

了した土地の課税地籍は、調査によって土地地籍が増加する場合がございます。増加した

土地については従前の地籍で課税をして、それから減少した土地については減少後の地籍

で課税するような取扱いを行っております。この取扱いについては国土調査を実施してい

る大半の市町村で採用しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（橋本保君） ただいま執行部から答弁がありました。 

 ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第60号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○ 議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第60号平成27年度四万十町一般会計予算を採決します。 

 この表決は起立により行います。 

 議案第60号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第60号は原案のとおり可決されま

した。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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〇議長（橋本保君） 日程第２ 議案第61号平成27年度四万十町国民健康保険事業特別会

計予算を議題とします。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第61号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○ 議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第61号平成27年度四万十町国民健康保険事業特別会計予算を採決します。 

 議案第61号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって議案第61号は原案のとおり可決されまし

た。 

            〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

○議長（橋本保君） 日程第３ 議案第62号平成27年度四万十町国民健康保険大正診療所

特別会計予算、日程第４ 議案第63号平成27年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会

計予算、日程第５ 議案第64号平成27年度四万十町大道へき地診療所特別会計予算、以

上、議案第62号から議案第64号までの３議案を一括議題とします。 

 この３議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○ 議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第62号について討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第62号平成27年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計予算を採決し

ます。 

 議案第62号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第62号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第63号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第63号平成27年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計予算を採決し

ます。 

 議案第63号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第63号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第64号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第64号平成27年度四万十町大道へき地診療所特別会計予算を採決します。 

 議案第64号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第64号は原案のとおり可決されま
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した。 

            〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

○議長（橋本保君） 日程第６ 議案第65号平成27年度四万十町後期高齢者医療事業特別

会計予算、日程第７ 議案第66号平成27年度四万十町介護保険事業特別会計予算、以上、

議案第65号及び議案第66号の２議案を一括議題とします。 

 この２議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第65号について、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第65号平成27年度四万十町後期高齢者医療事業特別会計予算を採決しま

す。 

 議案第65号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第65号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第66号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第66号平成27年度四万十町介護保険事業特別会計予算を採決します。 

 議案第66号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 
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○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第66号は原案のとおり可決されま

した。 

            〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

○議長（橋本保君） 日程第８ 議案第67号平成27年度四万十町簡易水道事業特別会計予

算、日程第９ 議案第68号平成27年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算、日

程第10 議案第69号平成27年度四万十町農業集落排水事業特別会計予算、日程第11 議案

第70号平成27年度四万十町下水道事業特別会計予算、日程第12 議案第71号平成27年度四

万十町水道事業会計予算、以上、議案第67号から議案第71号までの５議案を一括議題とし

ます。 

 この５議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第67号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第67号平成27年度四万十町簡易水道事業特別会計予算を採決します。 

 議案第67号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第67号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第68号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 
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 これより議案第68号平成27年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算を採決し

ます。 

 議案第68号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第68号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第69号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○ 議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第69号平成27年度四万十町農業集落排水事業特別会計予算を採決します。 

 議案第69号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第69号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第70号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第70号平成27年度四万十町下水道事業特別会計予算を採決します。 

 議案第70号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第70号は原案のとおり可決されま

した。 

 これより議案第71号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これより議案第71号平成27年度四万十町水道事業会計予算を採決します。 

 議案第71号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、議案第71号は原案のとおり可決されま

した。 

 ただいまより暫時休憩します。 

            午後１時48分 休憩 

            午後２時05分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第13 発議第２号地方創生調査特別委員会設置に関する決議を

議題とします。 

 13番槇野章君。 

〇13番（槇野章君） 発議第２号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、四万十町議会議員槇野章。賛成者、四万十町議会

議員下元真之、中屋康、堀本伸一、岩井優之介、酒井祥成、吉村アツ子、武田秀義、以上

でございます。 

 地方創生調査特別委員会設置に関する決議。 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条第１項及び第２項の規定により提出いたし

ます。 

 提出説明をいたします。 

 地方創生調査特別委員会設置に関する決議。 

 国においては、地方創生に関する関連法案が制定され、地方創生に関する緊急的取組に

対する措置がなされているとこです。 

 そのような中、地方においては地方創生に関する地方版総合戦略を策定し、町施策の推

進及び効果検証等を各段階において十分議論するように求められております。 

 四万十町議会においても、四万十町が将来にわたり魅力的で活力あふれる「まち」とし

て継続していくよう、四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略の重要性を強く認識する
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とともに、議会として戦略提言を検討するため「地方創生調査特別委員会」を設置するも

のです。 

 次のとおり、地方創生調査特別委員会を設置する。 

 名称、地方創生調査特別委員会。 

 設置の根拠、地方自治第109条及び四万十町議会委員会条例第６条。 

 付議事件、四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略の諸施策に関すること。 

 委員の定数、９名。 

 調査期間、設置の日から議会が調査終了を決議するまでとする。なお、特別委員会は議

会の閉会中も調査研究ができるものとする。 

 そして、地方創生調査特別委員会調査内容ということで、三点項目を上げております。 

 四万十町の現状を整理するとともに、直面する課題を解決し、地域の特性を踏まえた取

組の調査。 

 二点目として、少子高齢化による人口の減少の克服に向けた取組の調査。 

 三、地域の産業界・行政・大学・金融機関・労働団体や住民組織等多様な団体の意見調

査。 

 ということで、委員の名簿はお手元に配付のとおりでございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

〇議長（橋本保君） 提出者の趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２号地方創生調査特別委員会設置に関する決議を採決します。 

 地方創生調査特別委員会を設置することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、９人の委員で構成する地方創生調査特

別委員会を設置し、これに付託して、議会の閉会中も四万十町まち・ひと・しごと創生総

合戦略提言について調査研究を行うことは可決されました。 

 ただいま設置が可決されました地方創生調査特別委員会の経費につきまして、当分の間

は平成27年度予算から支出するものといたします。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました地方創生調査特別委員会の委員の選任につきましては、委員会

条例第８条第４項の規定によりお手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、地方創生調査特別委員会の委

員は、お手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定いたしました。 

 これより四万十町議会委員会条例第10条第１項の規定により、地方創生調査特別委員会

を議長より招集します。 

 平成27年３月20日。 

 地方創生調査特別委員会様。四万十町議会議長。 

 地方創生調査特別委員会招集通知。 

 委員長及び副委員長互選のため、地方創生調査特別委員会を招集するから出席願いま

す。 

 平成27年３月20日、午後２時10分。 

 場所、３階委員会室。 

 地方創生調査特別委員会開会のため、ただいまより休憩します。 

            午後２時10分 休憩 

            午後２時12分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 地方創生調査特別委員会から、委員長及び副委員長をそれぞれ互選した旨の通知があり

ましたので報告いたします。 

 地方創生調査特別委員長、槇野章君。地方創生調査特別副委員長、下元真之君。以上の
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とおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第14 発委第１号四万十町議会委員会条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 17番議会運営委員長酒井祥成君。 

〇議会運営委員長（酒井祥成君） 発委第１号。 

 四万十町議会議長橋本保様。 

 平成27年３月20日。 

 提出者、議会運営委員会委員長酒井祥成。 

 四万十町議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出をいたします。 

 四万十町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

 四万十町議会委員会条例の一部を、次のように改正する。 

 第20条中「教育委員会の委員長」を「教育委員会の教育長」に改める。 

 施行期間は、期日は、１、この条例は平成27年４月１日から施行する。 

 経過措置といたしまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律（平成26年法律第76号）付則第２条第１項の場合においては、この条例による改正後

の第20条の規定は適用せず、この条例による改正前の第20条の規定は、なおその効力を有

するということでございます。 

 提出理由につきましては、教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者、新教育長を

置くことなどを内容とする地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律と併せ、地方自治法第121条（長及び委員長等の出席義務）が改正されたことから、第

20条を改正するものであります。ご審議の上、ご決定を賜りますようお願いを申し上げま

す。 

〇議長（橋本保君） 提出者の趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発委第１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第１号四万十町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。 

 発委第１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、発委第１号は原案のとおり可決されま

した。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第15 陳情第27－５号高知県全域の過疎化改善に資する陳情、

日程第16 陳情第27－21号人口減少の抜本的対策を求める陳情書、以上、陳情２議案を一

括議題とします。 

 この陳情議案につきましては所管の総務常任委員会に付託し、その審査報告書が委員長

より提出されておりますので、その経過及び結果の報告を求めます。 

 12番総務常任委員長堀本伸一君。 

〇総務常任委員長（堀本伸一君） 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。総務常任委員長堀本伸一。 

 陳情審査報告書。 

 本委員会に付託をされた陳情を審査した結果、次のとおり決定しましたので、会議規則

第94条第１項の規定により報告をいたします。 

 受理番号、陳情第27－５号。付託年月日、平成27年３月11日です。 

 件名、高知県全域の過疎化改善に資する陳情。 

 審査の結果は、不採択すべきものと決定をしております。 

 続きまして、受理番号、陳情第27－21号です。平成27年３月11日、付託年月日でありま

す。 
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 件名、人口減少の抜本的対策を求める陳情書。 

 審査の結果は、不採択すべきものと決定をしております。 

 委員会審査経過報告書でございます。 

 審査日、平成27年３月12日、木曜日です。 

 場所、東庁舎３階委員会室にて行いました。 

 陳情第27－5号。 

 件名は、先ほど申しましたように、高知県全域の過疎化改善に資する陳情でございま

す。 

 説明者は、なし。 

 審査意見として、委員会の意見として、婚活は本町においてもそれぞれの立場で懸命な

取組を実施してきたが、期待の成果は見えず、難しい課題である。陳情内容はより煩雑で

実行性に欠けると判断をするというような内容で、次のとおり委員会の審査結果といたし

ました。 

 審査の結果、不採択。全会一致でございます。反対意見はありません。 

 続きまして、陳情第27－21号。 

 件名、人口減少の抜本的対策を求める陳情書。 

 説明者はありません。 

 審査意見、委員会の意見として、次のとおりでございます。陳情内容を一定理解する

が、少し時代錯誤の感がある。さらに、願意としては、近隣市町村に呼び掛け、共同して

政府へ意見書提出を図るものであるため、共同を求める手続にも難があるといったような

条件で、次のとおり、委員会の審査結果といたしました。 

 なお、継続審査にしたらどうかという意見もありました。 

 審査結果、不採択。賛成多数でございます。反対意見はありませんでした。 

 以上でございます。ご審議を賜り、ご決定をいただきますようにお願い申し上げます。 

〇議長（橋本保君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 

 これより、総務常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 これより陳情第27－５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－５号高知県全域の過疎化改善に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－５号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－５号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－21号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－21号人口減少の抜本的対策を求める陳情書を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－21号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－21号は不採択すること

に決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第17 陳情第27－２号中学、高校生等の議会見学必修化を求め
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る陳情、日程第18 陳情第27－７号家庭内暴力追放のガバナンスに資する陳情、日程第

19 陳情第27－８号中、高校児童の図画等の学習指導方法の工夫による創造力活性化に資

する陳情、日程第20 陳情第27－９号中、高校生の創造的能力活性等、全体的学力向上等

に資する陳情、日程第21 陳情第27－10号中、高校生児童の図工作等の学習指導方法の工

夫による創造力活性化に資する陳情、日程第22 陳情第27－14号老人介護施設等職員の幸

福に資する陳情、日程第23 陳情第27－15号高齢者の認知症予防等に資する陳情、以上、

陳情７議案を一括議題とします。 

 この陳情議案につきましては所管の教育民生常民委員会に付託し、その審査報告書が委

員長より提出されておりますので、その経過及び結果の報告を求めます。 

 ６番教育民生常任委員長下元真之君。 

〇教育民生常任委員長（下元真之君） それでは、陳情審査の報告をさせていただきま

す。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。教育民生常任委員長下元真之。 

 陳情審査報告書。 

 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第94条

第１項の規定により報告いたします。 

 受理番号、陳情第27－２号。付託年月日、平成27年３月11日。 

 以下、全て付託年月日、27年３月11日ですので、よろしくお願いをいたします。 

 件名、中学、高校生等の議会見学必修化を求める陳情。審査の結果、不採択すべきもの

と決定です。 

 受理番号、陳情第27－７号。 

 件名、家庭内暴力追放のガバナンスに資する陳情。審査の結果、不採択すべきものと決

定でございます。 

 受理番号、陳情第27－８号。 

 件名、中、高校児童の図画等の学習指導方法の工夫による創造力活性化に資する陳情。 

審査の結果、不採択すべきものと決定でございます。 

 続きまして、陳情第27－９号。 

 件名、中、高校生の創造的能力活性等、全体的学力向上等に資する陳情。審査の結果

は、不採択するものと決定でございます。 
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 続きまして、陳情第27－10号。 

 件名は、中、高校生児童の図工作等の学習指導方法の工夫による創造力活性化に資する

陳情。審査の結果は、不採択するものと決定でございます。 

 受理番号、陳情第27－14号。 

 件名は、老人介護施設等職員の幸福に資する陳情。審査の結果は、不採択すべきものと

決定でございます。 

 受理番号、陳情第27-15号。 

 件名は、高齢者の認知症予防等に資する陳情。審査の結果は、不採択すべきものと決定

でございます。 

 それでは審査の経過報告でございます。 

 陳情第27－２号。 

 件名、中学、高校生等の議会見学必修化を求める陳情でございます。 

 説明者はございません。 

 協議者は、教育民生常任委員会５人と、教育委員会の３人でございます。以下、27－

10まで協議者は同じでございます。 

 委員の意見。陳情件名が中学、高校生を対象にしており、高校生の所管は県教育委員会

で、必修化は難しい。これは教育委員会も同じ見解でございます。また、学校個別に社会

見学など行っており、内容は大事な視点と思うが、必修化は難しいという意見がございま

した。 

 教育委員会の意見といたしましては、学校授業の必修化は難しく、義務付けも難しい。

そして、それぞれの学校の中で工夫して対応できるとすれば可能かもしれないが、議会に

入りきれない学校もあるなど、細かく考えると、物理的にも無理がある。そして、高校生

について、町が審査すべきではない。 

 以上のようなことから、審査結果は全会一致で不採択でございます。 

 反対意見はなしです。 

 続きまして、陳情第27－７号です。 

 件名は、家庭内暴力追放のガバナンスに資する陳情でございます。 

 委員の意見といたしましては、家庭の中でのガバナンス、家庭の中をどう管理して治め

るかということをどう確認するのかと考えると難しい。また、陳情者の思いは理解できる

が、家庭を表彰するのは、そこまで必要か疑問だという意見がございました。 
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 教育委員会の意見といたしましては、家庭の中は見えにくいが、学校からの基本的生活

習慣を身に付けていく取組は行っており、家庭内暴力追放についてはその中でも一定対応

していくんだという意見がございました。また、今後とも家庭内暴力については、各関係

団体と協議はしていくという意見がございまして、以上のようなことから、審査の結果は

全会一致で不採択でございます。 

 反対意見はなしでございました。 

 続きまして陳情27－８号です。 

 件名は、中、高校児童の図画等の学習指導方法の工夫による創造力活性化に資する陳

情。 

 委員の意見といたしましては、陳情件名が中学、高校生を対象にしており、高校生は所

管は県の教育委員会であり、判断は難しい。教育委員会も同じ見解でございました。 

 陳情内容の目隠し学習を通し、創造力向上への陳情者の気持ちは理解ができるが、内容

がカリキュラムにも入るため、学校現場との協議も必要となるため、趣旨採択も難しいの

ではないかと意見がございました。 

 教育委員会の意見といたしましては、陳情内容の光るところは参考にしていきたいが、

現場でそれぞれに工夫して取り組んでいるんだということでございました。また、義務教

育の学習指導要領の中で必要なことは取り組めており、趣旨内容は美術部など、クラブな

どでの対応なら可能ではないかという意見がございました。また、目隠し学習ということ

だけに特化すべきでない。 

 以上のような意見がございました。 

 以上のようなことから、審査の結果は全会一致で不採択でございます。 

 反対意見はございませんでした。 

 続きまして、陳情27－９号。 

 件名は、中、高校生の創造的能力活性等、全体的学力向上等に資する陳情でございま

す。 

 全体の意見といたしましては、陳情件名が中学、高校生を対象にしており、高校生の所

管は県教育委員会であり、判断は難しいという意見でございました。教育委員会も同じ見

解でございます。また、陳情内容の創作紙芝居の取組に限らず、学習方法としては面白い

面もございましたが、陳情として採択していくのは難しいとの意見がございました。 

 以上のようなことから、審査結果は全会一致で不採択であります。 
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 反対意見はありませんでした。 

 続きまして、陳情第27－10号。 

 件名は、中、高校生児童の図工作等の学習指導方法の工夫による創造力活性化に資する

陳情でございます。 

 委員の意見といたしましては、同じでございますが、陳情件名が中学、高校生を対象に

しており、高校生の所管は県の教育委員会であり、判断は難しい。教育委員会も同じ見解

でございます。 

 また、小学校では取り組んでいると。折り紙教育でございますが、小学校では取り組ん

でいる。中学校でも卒業式前に、式典用のたくさんの折り鶴作りに取り組んだり、それぞ

れの現場で工夫をしているという窪川中学校の例もございました。 

 教育委員会の意見といたしましては、学習指導要領に基づき学習指導を行うべきであ

り、指導要領の範囲内のことは当然取り組めているんだという意見がございました。ま

た、よし、やってみようという、特色のある学校として取り組むところがあれば面白いか

もしれないけれども、全体として取り組むとなると難しいという意見がございました。ま

た、良い提案だとは思うが、一つだけの方法での提案であり、現場はそれぞれに工夫して

取り組んでおり、全体での対応は難しいと。また、高校生について、町が審査すべきでは

ないとの意見がございました。 

 以上のようなことから、審査結果は全会一致で不採択でございます。 

 反対意見はありませんでした。 

 陳情第27－14号。 

 件名は、老人介護施設等職員の幸福に資する陳情でございます。 

 説明者はなしです。 

 協議者は教育民生常任委員会の５人と、健康福祉課長で協議をいたしました。 

 全体の意見といたしましては、公的な施設では正職員は労災に入っていないと問題とな

るので、必ず加入しているんだということでございます。また、臨時職員につきまして

も、全員が損害保険に入っているということでございました。また、保険会社は各施設が

自由に選べるべきであり、陳情内容には無理があるんだという意見がございました。 

 以上のようなことから、審査結果は全会一致で不採択であります。 

 反対意見はございませんでした。 

 最後に、陳情第27－15号であります。 
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 件名は、高齢者の認知症予防等に資する陳情です。 

 説明者はございません。 

 協議者は教民委員会５人と健康福祉課長でございます。 

 全体の意見といたしましては、将棋で大脳を鍛えるとの陳情内容の思いは理解できる

が、職員配置まではできないのではないかということでございます。また、既にあったか

ふれあいセンターでもやっている。また、あったかふれあいセンターのなかった十和地域

にも、今年からあったかふれあいセンターが設置される。十和の里に設置予定だというこ

とでございます。そして、窪川地域の風らっとでは、毎日のように将棋や囲碁をやってお

り、大会も企画しているようだという意見がございました。そして、また、各地域での宅

老所でも、こういった将棋や囲碁といったようなことはやっているところがあるとの認識

だということでございます。 

 以上のようなことから、審査の結果は全会一致で不採択でございました。 

 反対意見はなしでございます。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） 教育民生常任委員長の報告が終わりました。 

 これより教育民生常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第27－２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－２号中学、高校生等の議会見学必修化を求める陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 
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 陳情第27－２号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－２号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－７号家庭内暴力追放のガバナンスに資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－７号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－７号は不採択すること

に決定しました。 

 暫時休憩します。 

            午後２時41分 休憩 

            午後２時41分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより陳情第27－８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－８号中、高校児童の図画等の学習指導方法の工夫による創造力活性

化に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 
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 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－８号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－８号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－９号中、高校生の創造能力活性等、全体的学力向上等に資する陳情

を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－９号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立ありません。したがって、陳情第27－９号は不採択することに

決定しました。 

 これより陳情第27－10号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－10号中、高校生児童の図工作等の学習指導方法の工夫による創造力

活性化に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 



- 72 - 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－10号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－10号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－14号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－14号老人介護施設等職員の幸福に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－14号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－14号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－15号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－15号高齢者の認知症予防等に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について委員長報告は不採択です。 
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 原案について採決します。 

 陳情第27－15号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－15号は不採択すること

に決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第24 陳情第27－３号高知県山間地域の水資源振興に資する陳

情、日程第25 陳情第27－４号地産他消、東南アジア市場開拓を志向、職員の海外研修派

遣を求める陳情、日程第26 陳情第27－６号県外からの画期的収益獲得、地域全体の経済

活性化、稼げる地方自治体に資する陳情、以上、陳情３議案を一括議題とします。 

 この陳情議案につきましては所管の産業建設常任委員会に付託し、その審査報告書が委

員長より提出されておりますので、その経過及び結果の報告を求めます。 

 13番産業建設常任委員長槇野章君。 

〇産業建設常任委員長（槇野章君） 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。産業建設常任委員長槇野章。 

 陳情審査報告書。 

 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第94条

第１項の規定により報告いたします。 

 受理番号、陳情第27－３号。付託年月日、平成27年３月11日。 

 高知県山間地域の水資源振興に資する陳情。 

 審査の結果、不採択とすべきものと決定しました。 

 受理番号、陳情第27－４号。付託年月日、平成27年３月11日。 

 件名、地産他消、東南アジア市場開拓を志向し、職員の海外研修派遣を求める陳情。 

 審査の結果、不採択とすべきものと決定しました。 

 受理番号、陳情第27－６号。付託年月日、平成27年３月11日。 

 件名、県外から画期的収益獲得、地域全体の経済活性化、稼げる地方自治に資する陳

情。 

 審査の結果、不採択とすべきものと決定。 

 審査結果を報告します。 

 陳情第27－３号。 
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 件名、高知県山間地域水資源振興に資する陳情。審査の結果、不採択です。全会一致で

す。 

 委員の意見を下のほうにまとめております。山間に位置する本町にとっては、豊富な水

を資源とする振興策は重要であるが、水利権、資金運用等、クリアすべき諸問題が多くあ

るので、取り組むのは無理があるということで、反対意見なしです。 

 陳情第27－４号。 

 件名、地産他消、東南アジア市場開拓を志向、職員の海外研修派遣を求める陳情。審査

の結果、不採択です。全会一致です。 

 一部の内容は一定理解するが、全容を見ると採択に至るのは難しいということです。 

 反対意見はなしです。 

 陳情第27－６号。 

 件名、県外から画期的収益獲得、地域全体の経済活性化、稼げる地方自治体に資する陳

情。審査の結果、不採択です。全会一致です。 

 観光キャンペーンを主体とする項目については、町単位で取り組むのはなじまない規模

であり、むしろ県に陳情すべき内容である。 

 反対意見はありません。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） 産業建設常任委員長の報告が終わりました。 

 これより産業建設常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第27－３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－３号高知県山間地域の水資源振興に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 
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 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－３号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－３号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－４号地産他消、東南アジア市場開拓を志向、職員の海外研修派遣を

求める陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－４号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－４号は不採択すること

に決定しました。 

 これより陳情第27－６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第27－６号県外からの画期的収益獲得、地域全体の経済活性化、稼げる地

方自治体に資する陳情を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 
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 お諮りします。 

 この陳情について、委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 陳情第27－６号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立者ありません。したがって、陳情第27－６号は不採択すること

に決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第27 発委第２号「最低賃金の大幅引き上げ」「全国一律の最

低賃金制度」を求める意見書、日程第28 発委第３号「公契約条例の制定」を求める意見

書、日程第29 発委第４号合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書、以上、３議案

を一括議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 12番総務常任委員長堀本伸一君。 

〇総務常任委員長（堀本伸一君） それでは発委第２号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、総務常任委員長堀本伸一です。 

 「最低賃金の大幅引き上げ」「全国一律の最低賃金制度」を求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出をいたします。 

 「最低賃金の大幅引き上げ」「全国一律の最低賃金制度」を求める意見書となっており

ます。 

 内容については陳情書のほうと同等でありますので、割愛をさせていただきたいと思い

ます。 

 １、最低賃金を大幅に引き上げるための施策を早急に投じること。 

 ２、地域間格差是正をするため、全国一律の最低賃金制度を制定すること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 平成27年３月20日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 意見書の宛先は、衆議院議長町村信孝様、参議院議長山崎正昭様、厚生労働大臣塩崎恭



- 77 - 

久様。中央最低賃金審議会会長仁田道夫様、高知県地方最低賃金審議会会長川田勲様、高

知労働局長伊津野伸之様となっております。 

 続きまして、発委第３号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、総務常任委員長堀本伸一です。 

 「公契約条例の制定」を求める意見書。 

 以上の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出をいたします。 

 「公契約条例の制定」を求める意見書いうことでございます。 

 内容については、先ほど同様割愛をさせていただきます。 

 １、国と県は、労働者の適正な賃金確保と地域企業の活性化と後継者育成の観点から、

公契約条例の制定に向けた施策を講じることでございます。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 平成27年３月20日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 宛先は、衆議院議長町村信孝様、参議院議長山崎正昭様、内閣総理大臣安倍晋三様、経

済産業大臣宮沢洋一様、国土交通大臣太田昭宏様、総務大臣高市早苗様、農林水産大臣林

芳正様、高知県知事尾﨑正直様であります。 

 引き続きまして、発委第４号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、総務常任委員長堀本伸一です。 

 合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書。 

 以上の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出をいたします。 

 合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書でございます。 

 内容については割愛をさせていただきます。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 平成27年３月20日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 宛先は、衆議院議長町村信孝様、参議院議長山崎正昭様、内閣総理大臣安倍晋三様、総
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務大臣高市早苗様、財務大臣麻生太郎様。 

 以上でございます。ご審議を賜り、ご決定をよろしくお願いいたします。 

〇議長（橋本保君） 提出者の趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発委第２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第２号「最低賃金の大幅引き上げ」「全国一律の最低賃金制度」を求める

意見書を採決します。 

 発委第２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立多数です。反対者、４番緒方正綱君、６番下元真之君、11番下

元昇君、14番武田秀義君、15番中屋康君。したがって、発委第２号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第２号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長に

委任することに決定しました。 

 これより発委第３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第３号「公契約条例の制定」を求める意見書を採決します。 

 発委第３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、発委第３号は原案のとおり可決されま

した。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第３号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長に

委任することに決定しました。 

 これより発委第４号合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書を採決します。 

 発委第４号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、発委第４号は原案のとおり可決されま

した。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第４号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長に

委任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第30 発委第５号政府による米価対策を求める意見書、日程第

31 発委第６号農協改革など、「農業改革」に関する意見書、日程第32 発委第７号TPP

交渉に関する意見書、以上、発委３議案を一括議題とします。 
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 提出者の趣旨説明を求めます。 

 13番産業建設常任委員長槇野章君。 

〇産業建設常任委員長（槇野章君） 発委第５号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、産業建設常任委員長槇野章。 

 政府による米価対策を求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出いたします。 

 意見書はお手元に配付しておりますので、要約して申し上げます。 

 政府による米価対策を求める意見書。 

 価格の暴落と流通の停滞の原因は、過剰米にあることが明らかです。過剰米の市場隔離

を官民挙げて実施するなど、米穀の需要調整に直ちに乗りだし、米価の回復を図ること。

米直接支払交付金の半額措置と米価変動補填交付金の廃止を撤回し、農家の経営安定対策

を図ることを強く求めます。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 平成27年３月20日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 内閣総理大臣安倍晋三様、農林水産大臣林芳正様。 

 発委第６号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、産業建設常任委員長槇野章。 

 農協改革など、「農業改革」に関する意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出いたします。 

 農協改革など、「農業改革」に関する意見書。 

 農政改革は安全・安心な食料を生産する、環境に優しい農業を進め、国連も推奨する小

規模家族農業経営者を育てることを旨とし、食料自給率の向上を目指すような改革を柱に

すること。一般企業の農地取得の道を開く農地改革法や農業委員会の公選制などの廃止は

決して導入しないこと。協同組合としての農協の改革については、農協自身による改革を

尊重し、法的な措置による強制はやめることを求めます。 
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 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 平成27年３月20日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 内閣総理大臣安倍晋三様、農林水産大臣林芳正様。 

 発委第７号。 

 平成27年３月20日。 

 四万十町議会議長橋本保様。提出者、産業建設常任委員長槇野章。 

 TPP交渉に関する意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第109条第６項及び会議規則第14条第３項の規

定により提出いたします。 

 TPP交渉に関する意見書。 

 政府はTPP交渉に関する国会決議を順守するとともに、守れない場合は交渉から撤退す

ることを強く求めます。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 平成27年３月20日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 内閣総理大臣安倍晋三様、農林水産大臣林芳正様。 

 以上でございます。 

〇議長（橋本保君） 提出者の趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発委第５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第５号政府による米価対策を求める意見書を採決します。 
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 発委第５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、発委第５号は原案のとおり可決されま

した。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第５号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長に

委任することに決定しました。 

 これより発委第６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第６号農協改革など、「農業改革」に関する意見書を採決します。 

 発委第６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、発委第６号は原案のとおり可決されま

した。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第６号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長に

委任することに決定しました。 

 これより発委第７号TPP交渉に関する意見書を採決します。 

 発委第７号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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            〔賛成者起立〕 

〇議長（橋本保君） 起立全員です。したがって、発委第７号は原案のとおり可決されま

した。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第７号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長に

委任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第33 議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、お手元に配付のとおり派遣することにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件はお手元に配付

のとおり派遣することに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま議員派遣が議決されました。派遣内容を損なうことのない範囲において、その

整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、派遣内容の整理権を議長に委

任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

〇議長（橋本保君） 日程第34 閉会中の継続審査・調査の申し出についてを議題としま

す。 

 総務常任委員長、地方創生調査特別委員長から常任委員会、特別委員会において審査・

調査中の事件及び各常任委員長から所管事務の調査について、また、議会運営委員長から
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所掌事務の調査事項について、会議規則第75条の規定によりお手元に配付しております申

出書のとおり、閉会中の継続審査・調査の申し出があっております。 

 お諮りします。 

 総務常任委員長、地方創生調査特別委員長及び各常任委員長と議会運営委員長から申し

出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすることにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（橋本保君） ご異議なしと認めます。したがって、総務常任委員長、地方創生調

査特別委員長及び各常任委員長と議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審

査・調査とすることに決定しました。 

 ただいまから暫時休憩します。 

            午後３時11分 休憩 

            午後３時26分 再開 

〇議長（橋本保君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成27年第１回四万十町議会定例会を閉会します。 

            午後３時26分 閉会 
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